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お

わ
り

に

付

論

茶
神
に
注
い
だ
も
の

一
見
解

第
三
章

『
茶

経
』

巻
中

「
四
之
器

、

怨

(茶

碗
)
」

に
記
さ

れ

た
茶

の
色
映

り

に
関
す

る

第

二
章

『
茶
経

」
巻

中

「
四
之

器
、

怨

(
茶
碗

)
」
と
南
方
人
陸
羽
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー

価
と
概
況

第

一
章

『
茶

経
』

巻
中

「
四
之
器

、

怨

(茶

碗
)
」

に
記
さ

れ
た

越
州

窯

・
邪
州

窯

の
評

は
じ

め

に

目

次

色

、
茶

神

陸
羽

、
『
茶

経
』
、

盈

、
邪

州
窯

、
越

州
窯

、
南

方
人
、

ア
イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
i
、
茶

の

キ

ー

ワ

ー

ド

形

に
釜

の
湯

を
注

い
で
拝

ん
だ

の

で
は
な

い
か
と

い
う
点

に

つ
い

て
言

及
し

た
。

陸

羽
人

形
が

「
茶
神

」

と
し

て
扱

わ
れ

て
い
た

こ
と

や
茶

の
利
益

が
あ

が

ら
な

い
時

に
人

た

茶

の
色
、

そ

し

て

『
茶
経

』

の
文

の
特
徴

な

ど
か

ら
そ
れ

を
説

明
し

た
。

付
論

で
は
、

言

う

が
、

私

は
、

陸
羽

の
磁

器

に
対

す

る
好

み
、

『茶

経

』
巻

下

「
五
之

煮
」

に
記

さ

れ

を

好

ん
だ

こ
と

か
ら
、

邪
州

窯

に
茶
を

入
れ

る
と

赤
色
系

統

(「
丹
」
・
「
紅
」
)

に
映

る
と

自

身

の
研
究

の
整

理

・
補
足

を
行

い
、

改

め

て
自

説

に
導

い
た
。

ま
た

、
陸

羽

が
越
州

窯

と

こ
ろ
が
大

き

い
と
し

た
。
今

回

の
論

考

で
は
、
昨
今

の
研
究
者

の
成

果
も

併
せ

な
が

ら
、

評

価

の
差
が

生
じ

た
理

由

は
、
陸

羽

の
南
方

人
と

し

て

の
ア
イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
ー

に
拠

る

め
、
邪

州
窯

と

の
評
価

の
差

が
歴

然
と

し

て

い
る
。
私

は
拙

稿

・
自

著

に
お

い
て
、

こ

の

『
茶
経

」
巻

中

「
四
之

器
、

盆

(茶
碗

)
」

で
は
、
陸

羽
が

越
州
窯

を

優
位

に
置

い
た

た

抄
録

田

中

美

佐

付
論

茶
神
に
注
い
だ
も
の

1
南
方
人
陸
羽
の
ア

エ
ア
ン

テ
イ

テ
イ

1
と

茶
の

色

映
り
に

関
す
る

見

解

1

　

茶
経
』

巻
中
ヨ

四
之

輩

垂

と
邪
州
窯
白
磁
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 -- With an Appendix: What was poured over sma 11 figures of Lu Yu ?
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田中：『茶経』巻中「四之器、 」と 州窯白磁 ―南方人陸羽のアイデンティティーと茶の色映りに関する一見解―

は 
じ 
め 
に

　

『
茶
経
』
は
中
国
最
初
の
茶
書
で
あ
る
。
執
筆
以
来
、
一
二
〇
〇
年
以
上
に
亘
っ
て
読

み
継
が
れ
、
古
典
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
る
『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
見
え
る
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。
こ
の
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
は
、
陸
羽
の
主
観
が
か
な
り
入
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
、
判
読
が
難
し
い
。
ま
ず
、
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
「
四

之
器
、 

（
茶
碗
）」
で
記
さ
れ
る
越
州
窯
と 

州
窯
の
評
価
の
差
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
以
前
に
拙
稿
「
陸
羽
『
茶
経
』
に
み
え
る
南
方
意
識
と
そ
の
優

位
性
」�
・
自
著
『
喫
茶
文
化
史
研
究
序
説
』�
に
お
い
て
も
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は

第
一
・
二
章
に
お
い
て
、
昨
今
の
研
究
者
の
成
果
も
併
せ
な
が
ら
、
自
身
の
研
究
の
整
理
・

補
足
を
行
い
、
改
め
て
自
説
に
導
い
た
。
ま
た
、
別
の
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
で
記
さ
れ
る
茶
の
色
映
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
章
で

は
、
従
来
と
は
別
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
茶
の
色
映
り
に
関
す
る
解
釈
を
試
み
た
い
。
さ

ら
に
、
今
回
は
付
論
を
設
け
た
。

　

ま
ず
、
第
一
・
二
章
の
概
括
を
す
る
。
陸
羽
は
『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶

碗
）」
に
お
い
て
、
越
州
窯
青
磁
を
第
一
と
み
な
し
て
高
く
評
価
し
た
が
、 

州
窯
白
磁

に
関
し
て
は
、
殊
の
ほ
か
、
そ
の
評
価
が
低
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
陶
磁
器
関
連

の
研
究
（『 

台
隋
代 

窯
』�
・『
千
年 

窯
』�
）
な
ど
か
ら
も
、 

州
窯
は
唐
代
に
お
い

て
、
越
州
窯
と
並
び
立
つ
名
窯
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
「
優
雅
な
る

白
い
焼
き
物
―
定
窯
白
磁
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」�
な
ど
、
昨
今
の
研
究
に
お
い
て
は
、
『
茶

経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
記
さ
れ
た
越
州
窯
と 

州
窯
の
優
劣
に
関
し
て
、

「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
記
述
そ
の
ま
ま
を
よ
し
と
せ
ず
、
陸
羽
の
記
述
に
い
た
ず
ら

に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、 

州
窯
の
真
価
が
述
べ
て
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う

な
陶
磁
器
分
野
の
研
究
者
の
業
績
に
刺
激
を
受
け
、
歴
史
分
野
の
「
四
之
器
、 

（
茶

碗
）」
に
関
す
る
研
究
も
進
展
し
て
行
く
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
位
置
付
け
も
ま
さ
に
こ

の
点
に
あ
り
、
自
説
を
前
提
に
お
い
た
上
で
は
あ
る
が
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
お

い
て
越
州
窯
と 

州
窯
の
評
価
の
差
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
、
陶
磁
器
分
野
・
文
学
分

野
の
研
究
成
果
を
鑑
み
な
が
ら
、
改
め
て
検
討
を
加
え
た
い
。

　

次
に
、
第
三
章
の
概
括
を
す
る
。『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
で
は
、
越

州
窯
青
磁
・ 

州
窯
白
磁
の
茶
の
色
映
り
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
従
来
の
研
究
で
は
、
注
い
だ
茶
の
色
の
考
察
が
十
分
で
な
い
た
め
、
的
確
な
解
釈
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
そ
こ
で
、
『
茶
経
』
巻
下
「
五
之
煮
」
か
ら
陸
羽
が
良
し

と
す
る
茶
と
そ
れ
を
煮
だ
し
た
際
の
色
を
探
り
、
『
茶
経
』
の
文
の
特
徴
や
そ
こ
か
ら
推

測
さ
れ
る
陸
羽
の
意
識
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
文

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
解
釈
上
の
問
題
点
の
解
決
を
試
み
た
。

　

付
論
に
関
し
て
は
概
括
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
述
べ
た
い
。
最
近
、
陸

羽
の
茶
神
に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
若
干
の
知
見
を
得
た
た
め
、
本
論
と
直
接
に
は
関
係

し
な
い
が
、
付
論
を
設
け
た
。
拙
稿
「
喫
茶
の
起
源
と
茶
の
流
通
に
関
す
る
一
考
察
」�
や

『
喫
茶
文
化
史
研
究
序
説
』
に
お
い
て
、
唐
代
の
商
家
で
は
陸
羽
の
人
形
が
茶
神
と
し
て

祭
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
、
茶
の
利
益
が
あ
が
ら
な
い
時
に
人
形
に
何
か
を
注

い
で
拝
ん
だ
こ
と
を
述
べ
た
。
今
回
は
、
そ
の
茶
神
説
や
人
形
に
注
い
だ
も
の
に
関
し
て

の
補
足
を
行
い
た
い
。

第
一
章　

『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
記
さ
れ
た
越
州
窯
・ 

州
窯
の
評

価
と
概
況

　

第
一
章
で
は
、
ま
ず
、『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
記
さ
れ
た
越
州
窯

と 

州
窯
の
評
価
の
差
を
考
察
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
を
行
い
た
い
。
そ
こ
で
、
発

掘
報
告
に
基
づ
い
た
論
文
・
著
述
や
基
本
的
な
文
献
史
料
を
用
い
て
、
当
時
の
窯
場
や
生

産
品
の
状
況
、
ま
た
そ
れ
ら
生
産
品
に
対
す
る
世
間
の
関
心
な
ど
に
つ
い
て
の
概
略
的
な

考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
最
初
に
本
稿
の
検
討
課
題
で
あ
る
『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、

２ ５７
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（
茶
碗
）」
を
挙
げ
る
。

 

、
越
州
上
。
鼎
州
次
。 

州
次
。
岳
州
次
。
壽
州
洪
州
次
。
或 

以 

州
處
越
州

上
、
殊
爲
不
然
。
若 

瓷
類
銀
、
越
瓷
類
玉
。 

不
如
越
一
也
。
若 

瓷
類 

、
則

越
瓷
類
氷
。 

不
如
越
二
也
。 

瓷
白
而
茶
色
丹
。
越
瓷 

而
茶
色 

。 

不
如
越

三
也
。
晉
杜
毓 

賦
所
謂
、
器
擇
陶
揀
、
出
自
東
甌
。
甌
越
也
。
甌
、
越
州
上
。
口

唇
不
卷
、
底 

而
淺
、
受 

升
已
下
。
越
州
瓷
、
岳
瓷
皆 

。 

則 

茶
、
茶
作 

（
筆
者
注：

こ
の
「 

」
に
つ
い
て
は
、「
白
紅
」
と
は
記
さ
な
い
。
注
�
参
照
）
之
色
。 

州
瓷

白
、
茶
色
紅
。
壽
州
瓷 

、
茶
色
紫
。
洪
州
瓷 

、
茶
色 

。
悉
不
宜
茶
�
�

。

以
上
が
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
全
文
で
あ
る
。
ま
ず
、「 

、
越
州
上
。
鼎
州
次
。

 

州
次
。
岳
州
次
。
壽
州
洪
州
次
（ 

は
越
州
が
上
品
で
あ
る
。
鼎
州
が
次
品
。 

州
が

次
品
。
岳
州
が
次
品
。
壽
州
・
洪
州
が
次
品
。）」
と
あ
っ
て
、
越
州
窯
を
筆
頭
と
し
て
諸

窯
場
の
茶
碗
の
順
位
付
け
を
行
う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
続
い
て
「
或 

以 

州
處
越

州
上
、
殊
爲
不
然
（
ま
た
は
、 

州
を
越
州
の
上
に
お
く
が
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
）」

と
あ
っ
て
、
こ
の
文
か
ら
推
し
量
れ
ば
、
陸
羽
は
越
州
窯
に
対
し
て 

州
窯
を
か
な
り
意

識
し
て
扱
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
文
か
ら
は
、

世
間
の
評
価
は
逆
に 

州
窯
を
上
に
置
く
場
合
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
以
下
の
後
続
の
文
「
若 

瓷
類
銀
、
越
瓷
類
玉
。 

不
如
越
一
也
。
若 

瓷

類 

、
則
越
瓷
類
氷
。 

不
如
越
二
也
。 

瓷
白
而
茶
色
丹
。
越
瓷 

而
茶
色 

。 

不

如
越
三
也
（
も
し 

州
の
磁
器
が
銀
に
似
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
越
州
の
磁
器
は
玉
に

似
て
い
る
。 

州
の
磁
器
が
越
州
の
も
の
に
及
ば
な
い
第
一
の
理
由
で
あ
る
。
も
し 

州

の
磁
器
が
雪
に
似
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
越
州
の
磁
器
は
、
氷
に
似
て
い
る
。 

州
の

磁
器
が
越
州
の
も
の
に
及
ば
な
い
第
二
の
理
由
で
あ
る
。 

州
の
磁
器
は
白
い
の
で
茶
の

色
は 
丹 
く
映
る
。
越
州
の
磁
器
は
青
い
の
で
茶
の
色
は
緑
に
映
る
。 

州
の
磁
器
が
越
州

あ
か

の
も
の
に
及
ば
な
い
第
三
の
理
由
で
あ
る
）」・「
越
州
瓷
、
岳
瓷
皆 

。 

則
益
茶
、
茶

作 

之
色
。 

州
瓷
白
、
茶
色
紅
（
越
州
の
磁
器
、
岳
州
の
磁
器
は
み
な
青
い
。
青
け
れ

ば
茶
の
色
が
映
え
て
、
茶
は
緑
色
に
な
る
。 

州
の
磁
器
は
白
い
の
で
、
茶
の
色
は
赤
く

映
る
）」
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
陸
羽
は
文
章
中
で
越
州
窯
と 

州
窯
と
を
対
峙
さ
せ
て

お
り
、
こ
の
両
窯
が
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
主
軸
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
陸
羽
は
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
お
い

て
、
決
し
て
越
州
窯
と 

州
窯
と
を
対
等
に
は
記
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
に
越
州
窯
と 

州
窯
に
つ
い
て
の
概
観
を
見
て
い
き
た
い
。
最
初
に
越
州

窯
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
こ
の
窯
場
は
浙
江
省
を
中
心
に
展
開
し
た
窯
場
で
あ
る
。
漢
代

に
焼
成
が
は
じ
ま
り
、
三
国
・
両
晋
を
へ
て
宋
代
に
至
る
ま
で
開
窯
し
た
。
越
州
窯
の
最

盛
期
は
唐
後
期
か
ら
、
五
代
、
北
宋
前
期
で
あ
っ
て
、
唐
宋
時
代
の
越
州
窯
の
中
心
は
、

浙
江
省
上
虞
市
の
窯
寺
前
・
張
子
山
窯
、
紹
興
市
と
慈
渓
市
の
上
林
湖
窯
で
あ
る
�

。
端

正
な
器
形
に
淡
く
澄
ん
だ 

色
の
釉
薬
が
か
け
ら
れ
た
美
し
い
青
磁
は
、
「
秘
色
」
の
名

で
古
来
数
多
く
の
文
献
に
称
え
ら
れ
て
い
る
�

。
一
方
の 

州
窯
は
、
近
年
調
査
が
本
格

化
し
て
き
て
い
る
。
主
と
し
て
河
北
省
臨
城
県
・
内
丘
県
な
ど
に
窯
址
跡
が
あ
る
。 

州

窯
は
北
朝
に
焼
成
を
開
始
し
、
隋
代
、
初
唐
の
発
展
を
へ
て
、
盛
唐
に
至
っ
て
最
盛
期
を

迎
え
、
唐
末
五
代
に
は
衰
微
に
向
か
っ
た
。 

州
窯
は
良
質
の
精
緻
な
白
磁
を
焼
成
し
て

代
表
的
産
品
と
し
、
隋
唐
時
期
に
お
け
る
北
方
の
重
要
な
窯
場
の
一
つ
と
な
っ
た
�

。 

州
窯
白
磁
の
焼
成
の
成
功
は
、
商
（
殷
）
周
以
来
の
青
磁
が
天
下
を
統
一
し
て
い
た
局
面

を
終
わ
ら
せ
、
中
国
陶
磁
史
上
、
「
南
青
北
白
」
と
い
う
華
や
か
な
競
い
合
い
の
二
大
体

系
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
�

。

　

こ
の
よ
う
に
、
発
掘
報
告
に
基
づ
い
た
著
述
・
文
献
と
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
と

を
併
せ
見
れ
ば
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
記
述
の
背
景
に
は
、
越
州
窯
と 

州
窯
を

頂
点
と
し
た
「
南
青
北
白
」
と
称
さ
れ
る
、
当
時
の
青
磁
・
白
磁
が
し
の
ぎ
を
け
ず
っ
て

い
た
華
や
か
な
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
�

。
し
か
し
な
が
ら
、
世
間
で
は
青

磁
・
白
磁
が
と
も
に
並
び
立
つ
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
記
述

で
は
、
青
磁
の
代
表
格
で
あ
る
越
州
窯
の
み
が
優
位
に
立
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
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そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
越
州
窯
と 

州
窯
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

越
州
窯
に
関
し
て
言
え
ば
、
越
州
窯
の
発
掘
報
告
や
唐
の
皇
帝
で
あ
る
懿
宗
、
僖
宗
が

寄
進
し
た
法
門
寺
の
出
土
品
か
ら
判
断
し
て
も
、
越
州
窯
の
品
質
が
高
か
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
晩
唐
期
の
皮
日
休
（「
茶
甌
」、
第
二
章
で
解
説
）
や
陸
亀
蒙

（「
秘
色
越
器
」）・
施
肩
吾
（「
蜀
茗
詩
」）
ら
に
よ
っ
て
、
越
州
窯
や
そ
の
茶
碗
に
関
し
て

は
詩
文
に
お
い
て
も
記
さ
れ
て
お
り
、
文
人
に
よ
る
評
価
も
高
い
。
以
上
か
ら
、
越
州
窯

青
磁
が
、
天
下
の
逸
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
掲
の
陶

磁
器
分
野
の
研
究
か
ら
も
す
で
に
わ
か
る
よ
う
に
、
一
方
の 

州
窯
白
磁
も
当
時
の
一
級

品
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
次
に 

州
窯
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、 

州
窯
が
貢
納
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。
『
新
唐
書
』
巻

三
十
九　

志
第
二
十
九　

地
理
三
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

 

州
鉅
鹿
郡
、
上
。
本
襄
國
郡
、
天
寳
元
年
更
名
、
土
貢
：

絲
布
、
磁 

、
刀
、
文

石
�

。

『
新
唐
書
』
に
は
、「 

州
鉅
鹿
郡
」
と
あ
る
。
唐
代
、 

州
は
鉅
鹿
郡
で
あ
っ
た
時
期
�

が

あ
り
、
土
貢
の
品
に
「
磁 

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、 

州
窯
の
生
産
品
が
宮
廷
に
貢
納
さ

れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
発
掘
報
告
等
か
ら
、
当
時
、 

州
窯
の

品
質
が
高
か
っ
た
こ
と
は
理
解
さ
れ
た
が
、
そ
の
た
め
宮
廷
へ
貢
納
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
実
際
に
当
時
の
人
々
が 

州
窯
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
開
元
（
七
一
三
～
四
一
年
）
か
ら
長
慶
（
八
二
一
～
二
四
年
）
間
の
逸
事
を

載
せ
る
唐
の
李
肇
『
唐
国
史
補
』
巻
之
下
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

凡
貨
賄
之
物
、
侈
于
用 

不
可 
 

。
絲
布
爲
衣
、
麻
布
爲 

、 

 

爲 

、
革
皮

爲 

、
内
邱
白 

甌
、
端
渓
紫
石
硯
、
天
下
無
貴
賤 

用
之
�

。

『
唐
国
史
補
』
に
は
、
贈
り
物
（
賄
賂
と
し
て
）
の
数
々
が
載
る
。
そ
こ
に
は
絹
で
つ
く
っ

た
衣
装
、
麻
布
で
つ
く
っ
た
か
ば
ん
、
フ
ェ
ル
ト
で
つ
く
っ
た 
蓋 
、
革
で
つ
く
っ
た
ベ
ル

か
さ

ト
、
内
丘
の
白
磁
甌
、
端
渓
の
紫
石
硯
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
贅
沢
品
で
あ
る
。

こ
の
中
に
記
さ
れ
る
内
丘
の
白
磁
甌
と
は
、
内
丘
県
に
窯
址
跡
の
あ
る 

州
窯
の
生
産
品

を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
唐
国
史
補
』
に
お
い
て
、 

州
窯
の
白
磁

甌
が
贅
沢
品
の
中
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
献
か
ら
も
当
時
の 

州
窯
は
、
高

級
品
を
生
産
す
る
窯
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
陸
羽
に
よ
っ
て

『
茶
経
』
が
記
さ
れ
た
当
時
、 

州
窯
は
最
盛
期
に
ち
か
く
、
世
間
で
の 

州
窯
の
評
価

も
相
当
高
か
っ
た
こ
と
が
『
唐
国
史
補
』
の
記
述
か
ら
は
想
像
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

前
掲
文
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
で
は
、
「
或 

以 

州
處
越
州
上
、
殊
爲
不
然
。」
と

あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
も
、
や
は
り
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
記
述
に
は
陸
羽
の
何

が
し
か
の
思
惑
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
よ
り
、
陸
羽
は
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
お
い
て
、
世
間
と
は
異
な
る
評
価

を 

州
窯
に
下
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、 

州
窯
は
陸
羽
に
よ
っ
て
か
な

り
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
及
し
た
い
点
は
、
右
に
挙
げ
た

『
唐
国
史
補
』
の
記
述
の
中
に
越
州
窯
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
も
一

応
留
意
し
て
お
き
た
い
。

第
二
章　
『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
と
南
方
人
陸
羽
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

　

第
一
章
で
は
、 

州
窯
が
陸
羽
に
よ
っ
て
か
な
り
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
「
陸
羽
『
茶
経
』
に
み
え
る
南
方
意
識
と
そ
の
優
位
性
」
や
『
喫
茶
文
化

史
研
究
序
説
』
で
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
章
で
は
、
拙
稿
や
自
著
で
は

扱
わ
な
か
っ
た
詩
僧
や
文
人
の
詩
文
を
引
用
し
、
昨
今
の
研
究
者
の
成
果
も
併
せ
な
が
ら
、
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改
め
て
自
身
の
研
究
の
整
理
・
補
足
を
行
い
、
自
説
に
導
き
た
い
。

　

ま
ず
、
陸
羽
と
親
し
く
交
わ
っ
て
い
た
中
唐
の
詩
僧
の
釈
皎
然
（
七
二
〇
～
九
八
）
の

詩
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
皎
然
は
湖
州
に
生
ま
れ
、
天
宝
七
載
（
七
四
八
）
に
受
戒
す
る
。

陸
羽
と
の
交
流
を
結
ん
だ
の
は
至
徳
元
年
（
七
五
六
）
で
、
こ
の
頃
か
ら
、
お
お
む
ね
湖

州
に
定
住
し
、
僧
侶
や
官
人
な
ど
、
文
化
人
と
交
流
し
た
�

。
皎
然
の
「
飲
茶
歌
誚
崔
石

使
君
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

越
人
遺
我 

渓
（
一
作
山
）
茗
、
採
得
金
爨
金
鼎
。

素
瓷
雪
色
縹
（
一
作
飄
）
沫
香
、
何
似
諸
山
瓊
蕊
漿
。

一
飲
條
昏
寐
、
情
来
（
一
作
思
）
朗
爽
（
一
作
爽
朗
）
満
天
地
。

再
飲
清
我
神
、
忽
如
飛
雨
灑
軽
塵

三
飲
便
得
道
、
何
須
苦
心
破
煩
悩
。

此
物
清
高
世
莫
知
、
世
人
飲
酒
多
（
一
作
徒
）
自
欺
。

愁
（
一
作
好
）
看
畢
卓
甕
間
夜
、
笑
向
陶
潜
籬
下
時
。

崔
侯
啜
之
意
不
已
、
狂
歌
一
曲
驚
人
耳
。

孰
知
茶
道
全
爾
真
、
唯
有
丹
丘
得
如
此
�

。

「
飲
茶
歌
誚
崔
石
使
君
」
で
記
さ
れ
た
「
素
瓷
雪
色
」
と
は
、
白
磁
の
茶
碗
�

の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
茶
碗
が 

州
窯
の
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
右
の
詩
文
か
ら
だ
け
で
は
判

断
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
橋
忠
彦
氏
は
「
釈
皎
然
の
茶
詩
」
に
お
い
て
、
陸
羽

の
『
茶
経
』
と
皎
然
の
茶
詩
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
大
変
興
味
深
い
考
察
を
な
さ
っ
て

い
る
。
次
に
そ
れ
を
挙
げ
る
。

「
素
瓷
雪
色
」
は
、『
茶
経
』
四
之
器
で
、 

州
の
白
磁
に
つ
い
て
「 

州
類
雪
」
と

述
べ
る
の
と
暗
合
す
る
。
と
同
時
に
、
『
茶
経
』
が
越
瓷
を
上
と
す
る
の
と
判
断
基

準
が
違
う
よ
う
に
も
見
え
る
�

。

す
な
わ
ち
、
高
橋
氏
は
「
素
瓷
雪
色
」
と
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
記
さ
れ
た
「 

州
類
雪
」
と
の
関
連
性
を
見
出
さ
れ
て
い
る
。
高
橋
氏
は
「
釈
皎
然
の
茶
詩
」
の
中
で
、

皎
然
の
詩
中
の
描
写
で
『
茶
経
』
と
符
合
す
る
も
の
を
い
く
つ
か
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
一
つ
が
こ
の
「
素
瓷
雪
色
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
皎
然
の
茶
詩
に
は

 

州
窯
白
磁
を
予
感
さ
せ
る
記
述
が
あ
る
の
だ
が
、
陸
羽
が
高
く
評
価
し
て
い
た
越
州
窯

青
磁
に
関
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
高
橋
氏
が
「『
茶
経
』
が
越
瓷
を
上
と
す
る
の

と
判
断
基
準
が
違
う
よ
う
に
も
見
え
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
も
確
か
に
う
な
ず
け
る
。

　

さ
ら
に
、
他
の
皎
然
関
連
の
詩
も
見
て
い
き
た
い
。
皎
然
の
聯
句
「
五
言
月
夜
啜
茶
聯

句
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
　
　

真 

、
陸
士
修
、
張
薦
、
李
萼
、
崔
万
、
昼

泛
花
邀
坐
客
、
代
飲
引
情
言
。　

士
修

醒
酒
宜
華
席
、
留
僧
想
独
園
。　

薦

不
須
攀
月
桂
、
何
仮
樹
庭
萱
。　

萼

御
史
秋
風
勁
、
尚
書
北
斗
尊
。　

万

流
華
浄
肌
骨
、
疎 

滌
心
原
。　

真 

不
似
春
醪
酔
、
何
辞
緑
菽
繁
。　

昼

素
瓷
伝
静
夜
、
芳
気
満
間
軒
。　

士
修
�

皎
然
の
字
は
清
昼
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
昼
」
と
記
さ
れ
る
。
清
昼
の
次
の
句
で
あ

る
結
び
の
句
は
陸
士
修
が
詠
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
素
瓷
伝
静
夜
、
芳
気
満
間
軒
。（
白

い
茶
碗
が
夜
の
静
け
さ
を
伝
え
つ
つ
回
さ
れ
る
と
、
素
晴
ら
し
い
香
り
が
の
ど
か
な
部
屋

一
杯
に
広
が
る
）」
と
あ
る
。
清
廉
な
白
磁
茶
碗
の
動
き
と
夜
の
静
寂
な
気
配
と
を
重
ね

合
わ
せ
、
そ
こ
に
た
だ
よ
う
茶
の
香
気
と
と
も
に
、
茶
事
の
情
景
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て

い
る
。

５ ５４
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こ
の
よ
う
に
、
皎
然
は
青
磁
の
焼
成
が
盛
ん
で
あ
っ
た
南
方
に
生
ま
れ
、
陸
羽
と
も
親

し
か
っ
た
が
、
さ
き
に
も
記
し
た
よ
う
に
皎
然
の
茶
詩
に
は
前
掲
以
外
の
も
の
で
も
、
青

磁
に
関
す
る
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
論
拠
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
皎
然
と
白
磁

と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
そ
こ
に
は
あ
る
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
で
く
る
。
前
掲
の

「
飲
茶
歌 

崔
石
使
君
」
の
詩
で
は
、「
素
瓷
雪
色
縹
沫
香
、
何
似
諸
仙
瓊
蕊
漿
（
雪
の
よ

う
な
白
い
茶
碗
に
薄
緑
の
茶
の
花
が
香
る
。
神
仙
が
飲
む
と
い
う
玉
の
飲
料
の
よ
う
だ
）」

と
詠
っ
て
い
た
し
、
ま
た
、「
飲
茶
歌
送 

容
」�
の
詩
で
は
、「
丹
丘
羽
人
軽
玉
食
、
採
茶

飲
之
生
羽
翼
（
丹
丘
の
仙
人
は
玉
を
服
す
る
こ
と
を
や
め
、
茶
を
摘
ん
で
飲
ん
だ
た
め
に

羽
翼
が
生
え
た
）」
と
詠
っ
て
い
る
�

。
さ
ら
に
、
前
掲
の
「
飲
茶
歌 

崔
石
使
君
」
の
詩

の
最
後
で
、「
孰
知
茶
道
全
爾
真
、
唯
有
丹
丘
�

得
如
此
（
本
当
は
茶
の
道
こ
そ
が
心
の
ま

こ
と
を
完
全
に
す
る
の
だ
。
丹
丘
子
の
み
が
そ
の
道
を
実
践
で
き
た
の
だ
）」
と
ま
で
詠
っ

て
い
る
。
い
ず
れ
の
詩
も
道
教
と
関
連
し
て
お
り
、
前
掲
「
五
言
月
夜
啜
茶
聯
句
」
で
表

現
さ
れ
た
白
磁
の
茶
碗
が
醸
し
出
す
静
謐
さ
か
ら
察
す
れ
ば
、
道
教
の
羽
化
登
仙
的
な
イ

メ
ー
ジ
に
は
、
白
磁
が
最
も
適
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
道
教
を
理
解
す
る
皎

然
の
茶
事
に
は
、
白
磁
の
茶
碗
こ
そ
が
必
須
の
ア
イ
テ
ム
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
故
、
皎
然
に
は
白
磁
に
対
す
る
特
別
の
思
い
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
例
え
ば
水
上
和
則
氏
な
ど
は
「
と
く
に
寺
院
を
中
心
に
茶
器
と
し
て
白
瓷
を
用

い
る
例
が
多
く
確
認
さ
れ
る
」�
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
寺
院
で
の
白
磁
使
用

の
実
態
を
踏
ま
え
て
考
え
れ
ば
、
皎
然
が
仏
教
僧
と
し
て
茶
事
に
お
い
て
白
磁
を
使
用
し

た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
当
時
の
世
間
で
の
白

磁
と
青
磁
、
さ
ら
に
は
、
本
論
で
あ
る
越
州
窯
、 

州
窯
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、

次
の
「
茶
中
雑
詠
」
も
併
せ
て
判
断
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

皮
日
休
は
、
陸
羽
と
同
じ
湖
北
省
襄
陽
竟
陵
の
出
身
で
あ
る
。
咸
通
八
年
（
八
六
七
）

進
士
に
合
格
し
た
。
蘇
州
刺
司
崔
璞
の
幕
下
の
時
、
陸
亀
蒙
と
知
り
合
い
、
詩
を
唱
和
し

て
「
皮
陸
」
と
呼
ば
れ
た
�

。
以
下
、「
茶
中
雑
詠
」
の
序
文
、
及
び
「
茶
中
雑
詠
」
中
の

「
茶
甌
」
と
い
う
詩
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、「
茶
中
雑
詠
序
」
か
ら
記
す
。

案
周
礼
、「
酒
正
之
職
、
弁
四
飲
之
物
、
其
三
曰
漿
」。
又
「
漿
人
之
職
、
共
王
之
六

飲
、
水
、
漿
、
醴
、
涼
、
医
、 

、
入
于
酒
府
」。 

司
農
云
、
「
以
水
和
酒
也
」。

蓋
当
時
人
率
以
酒
醴
為
飲
、
謂
乎
六
漿
、
酒
之 

者
也
。
何
得
姫
公
製
爾
雅
云
「 

、

苦
茶
」。
即
不 

而
飲
之
。
豈
聖
人
純
於
用
乎
。
草
木
之
済
人
、
取
捨
有
時
也
。
自

周
已
降
、
及
于
国
朝
茶
事
、
竟
陵
子
陸
季
疵
言
之
詳
矣
。
然
季
疵
以
前
、
称
茗
飲
者

必
渾
以
烹
之
、
与
夫 

蔬
而
啜
者
無
異
也
。
季
疵
之
始
為
経
三
巻
、 

是
分
其
源
、

制
其
具
、
教
其
造
、
設
其
器
、
命
其
煮
、
俾
飲
之
者
除 

而
去
癘
、
雖
疾
医
之
不
若

也
。
其
為
利
也
、
於
人
豈
小
哉
。
余
始
得
季
疵
書
、
以
為
備
矣
。
後
又
獲
其
顧
渚
山

記
二
篇
、
其
中
多
茶
事
。
後
又
太
原
温
従
雲
、
武
威
段 

之
、
各
補
茶
事
十
数
節
、

並
存
於
方
冊
。
茶
之
事
、 

周
至
于
今
、
竟
無
繊
遺
矣
。
昔
晉
杜
育
有 

賦
、
季
疵

有
茶
歌
。
余
欠
然
於
懐
者
、
謂
有
其
具
而
不
形
於
詩
、
亦
季
疵
之
余
恨
也
。
遂
為
十

詠
、
寄
天
随
子
�

。

「
茶
中
雑
詠
序
」
に
は
、
「
季
疵
之
始
為
経
三
巻
」
と
見
え
る
。
「
季
疵
」
と
は
陸
羽
を
、

「
経
三
巻
」
と
は
『
茶
経
』
を
指
す
。「
季
疵
之
始
為
経
三
巻
」
以
下
の
文
を
記
せ
ば
、「
季

疵
之
始
為
経
三
巻
、 

是
分
其
源
、
制
其
具
、
教
其
造
、
設
其
器
、
命
其
煮
、
俾
飲
之
者

除 

而
去
癘
、
雖
疾
医
之
不
若
也
。
（
陸
羽
が
『
茶
経
』
三
巻
を
著
し
て
は
じ
め
て
、
茶

の
起
源
を
明
確
に
し
、
製
茶
の
道
具
を
定
め
、
製
造
方
法
を
教
え
、
喫
茶
の
器
具
を
整
え
、

煮
る
方
法
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
茶
を
飲
ん
だ
人
々
が
、
糖
尿
病
や
風
土

病
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
医
者
の
力
も
こ
れ
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
）」
と
あ
る
。
こ
の

文
か
ら
、
皮
日
休
に
と
っ
て
は
『
茶
経
』
の
内
容
が
手
堅
く
篤
実
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。
続
い
て
「
其
為
利
也
、
於
人
豈
小
哉
。
余
始
得
季
疵
書
、
以
為
備
矣
。

（
陸
羽
が
世
を
救
っ
た
功
績
は
ま
こ
と
に
偉
大
で
あ
る
。
私
は
陸
羽
の
『
茶
経
』
を
入
手

し
て
読
み
、
実
に
完
備
し
た
も
の
だ
と
思
っ
た
）」
と
あ
っ
て
、『
茶
経
』
の
内
容
が
、
や

は
り
相
当
に
充
実
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
最
後
に
「
余
欠
然
於
懐
者
、
謂
有
其

具
而
不
形
於
詩
、
亦
季
疵
之
余
恨
也
。
遂
為
十
詠
、
寄
天
随
子
。
（
た
だ
私
が
心
中
不
満

６ ５３
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に
思
う
の
は
、
せ
っ
か
く
の
茶
の
用
具
が
、
ま
だ
詩
に
詠
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、

陸
羽
本
人
も
さ
ぞ
か
し
残
念
に
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
茶
具
十
詠
」
を
作

り
、
天
随
子
陸
亀
蒙
に
贈
る
も
の
で
あ
る
）」
と
あ
っ
て
、「
茶
中
雑
詠
」
を
詠
ん
だ
所
以

を
語
っ
て
、
序
の
結
び
と
し
て
い
る
。
結
局
、
「
茶
中
雑
詠
」
の
序
文
か
ら
は
、
皮
日
休

が
陸
羽
の
『
茶
経
』
に
か
な
り
の
関
心
を
寄
せ
、
こ
の
書
を
重
ん
じ
て
い
た
様
子
が
窺
え

る
。
高
橋
忠
彦
・
佐
藤
正
光
・
土
屋
裕
史
諸
氏
は
、
「
皮
日
休
・
陸
亀
蒙
の
茶
詩
」
の
中

で
、
「「
茶
中
雑
詠
」
の
序
文
は
唐
代
の
茶
論
と
し
て
は
出
色
で
あ
り
、
『
茶
経
』
を
高
く

評
価
し
て
お
り
、
そ
の
受
容
の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
と
も
な
る
」
と
さ
れ
る
�

。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
次
に
記
す
「
茶
中
雑
詠
」
中
の
「
茶
甌
」
の
と
い
う
詩
で

あ
る
。

 

客
与
越
人
、
皆
能
造
茲
器
。

円
似
月
魂
堕
、
軽
如
雲
魄
起
。

棗
花
勢
旋
眼
、
蘋
沫
香
沾
歯
。

松
下
時
一
看
、
支
公
亦
如
此
�

。

前
掲
の
高
橋
氏
他
諸
氏
「
皮
日
休
・
陸
亀
蒙
の
茶
詩
」
の
続
文
で
は
、
「
実
際
、
こ
こ
に

訳
出
し
た
各
十
種
の
茶
詩
は
、
概
し
て
『
茶
経
』
の
影
響
が
著
し
い
。
注
で
指
摘
し
た
ご

と
く
、
彼
ら
の
見
た
『
茶
経
』
が
、
現
在
の
『
茶
経
』
と
近
い
こ
と
す
ら
想
像
で
き
る
」�
と

記
さ
れ
る
。
「
茶
甌
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
三
行
目
の
「
棗
花
勢
旋
眼
」
は

『
茶
経
・
五
之
煮
』
に
「
如
棗
花
漂
漂
然
於
環
池
之
上
」
と
あ
っ
て
、『
茶
経
』
の
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
�

。
し
か
し
な
が
ら
、「
茶
甌
」
で
は
「 

客
与
越
人
、

皆
能
造
茲
器
。
円
似
月
魂
堕
、
軽
如
雲
魄
起
。
（ 

窯
と
越
窯
の
職
人
達
は
、
い
ず
れ
も

こ
の
茶
器
を
得
意
と
し
て
い
る
。
地
上
に
落
ち
た
満
月
の
よ
う
に
丸
く
、
わ
き
起
こ
る
雲

の
よ
う
に
軽
い
）」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
茶
甌
」
の
詩
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
皮

日
休
は
、 

州
窯
と
越
州
窯
を
と
も
に
高
級
な
磁
器
と
し
て
評
価
し
て
い
る
�

と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
皮
日
休
の 

州
窯
・
越
州
窯
に
対
す
る
評
価
も
、
『
茶
経
』
巻

中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
で
記
さ
れ
た
よ
う
な
越
州
窯
の
み
を
優
位
に
扱
っ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
言
及
す
れ
ば
、
皮
日
休
は
官
吏
で
あ
り
、
文
化

的
な
教
養
を
備
え
て
い
た
。
前
掲
「
茶
中
雑
詠
序
」
の
内
容
も
き
ち
ん
と
ま
と
ま
っ
て
い

た
し
、
そ
こ
に
は
、
陸
羽
の
『
茶
経
』・『
顧
渚
山
記
』、
ま
た
以
後
の
茶
に
関
す
る
書
物

の
情
報
も
記
さ
れ
て
お
り
、
皮
日
休
の
茶
事
に
関
す
る
認
識
は
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
「
茶
甌
」
の
詩
に
み
ら
れ
た
両
窯
に
関
す
る
記

述
は
穏
当
な
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
私
は
こ
の
詩
か
ら
読
み
と
る

こ
と
の
で
き
る 

州
窯
・
越
州
窯
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
当
時
の
世
間
で
の
両
窯
に
対
す

る
評
価
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
、
本
章
で
は
、
陸
羽
と
親
交
の
あ
っ
た
釈
皎
然
や
『
茶
経
』
を
高
く
評
価
し
て
い

た
皮
日
休
の
詩
を
引
用
し
て
、
越
州
窯
と 

州
窯
の
茶
碗
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
た
。
釈

皎
然
・
皮
日
休
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
両
人
と
も
に
『
茶
経
』
に
親
し
ん
で
い
た

点
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
両
人
の
磁
器
に
関
す
る
記
述
や
評
価
に
つ
い
て
は
、
釈
皎
然
の

場
合
は
白
磁
に
関
す
る
記
述
の
み
で
あ
っ
て
、
磁
器
に
関
し
て
は
陸
羽
や
『
茶
経
』
の
影

響
を
受
け
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
皮
日
休
の
場
合
は 

州
窯
と
越
州
窯
を
い
ず

れ
も
称
賛
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
記
述
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
両
者

と
も
『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
越
州
窯
に
偏
重
し

た
考
え
は
、
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
四
年
に
小
林
太
一
郎
氏
は
、「
唐
宋
の
白
磁
」（
平
凡
社
刊
『
陶
器
』

全
集
第
十
二
巻
所
収
）
の
中
で
、
陸
羽
の
当
時
は
越
州
窯
よ
り 

州
窯
の
方
が
盛
ん
に
用

い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
を
す
で
に
出
さ
れ
て
い
る
�

。
最
近
の
も
の

で
は
、
小
林
仁
氏
が
前
掲
「
優
雅
な
る
白
い
焼
き
物
―
定
窯
白
磁
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
の

中
で
小
林
太
一
郎
氏
の
見
解
を
採
り
あ
げ
ら
れ
、
支
持
さ
れ
て
い
る
�

。
ま
た
、
こ
の
原

稿
を
ほ
ぼ
作
成
し
終
え
た
と
こ
ろ
で
『
東
洋
陶
磁
学
会
会
報
』
第
八
一
号
が
手
元
に
届
き
、

そ
こ
に
は
伊
藤
郁
太
郎
氏
の
「
中
国
に
お
け
る
二
○
一
三
年
度
陶
磁
研
究
事
情
」〈
平
成

７ ５２



―　　（　　）―

田中：『茶経』巻中「四之器、 」と 州窯白磁 ―南方人陸羽のアイデンティティーと茶の色映りに関する一見解―

二
六
年
度
第
四
二
回
総
会
特
別
報
告
「
世
界
の
陶
磁
史
研
究
動
向
」（
要
旨
）〉�
と
い
う
総

会
特
別
報
告
の
要
旨
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
３
�「
中
国
古
陶
瓷
学
会
２
０
１
３
年
年

会　
 

南
青
北
白
―
越
窯
与 

窯
学
術
研
討
会
」
の
中
で
、
伊
藤
氏
も
『
茶
経
』
巻
中

「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の 

州
窯
が
越
州
窯
に
劣
る
と
み
な
さ
れ
た
三
つ
の
理
由
を
引

用
さ
れ
た
上
で
、
「
上
述
の
比
較
論
は
、
あ
く
ま
で
喫
茶
の
視
点
か
ら
論
ぜ
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
決
し
て 

瓷
が
越
瓷
よ
り
劣
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。 

瓷
は

当
時
か
ら
、
名
窯
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
」�
と
記
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
の
小
林
仁
氏
に
続
い
て
、
学
会
報
か
ら
伊
藤
氏
の
最
新
の
見
解
を
知
り
得
た
こ
と
は

幸
い
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
第
一
章
と
本
章
に
お
け
る
考
察
を
併
せ
見
れ
ば
、
陸
羽
の
『
茶
経
』
執
筆

当
時
、 

州
窯
の
名
声
は
高
く
、
『
茶
経
』
の
記
述
に
見
ら
れ
る 

州
窯
が
越
州
窯
の
下

に
甘
ん
じ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
状
況
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
正
し
い
見
方
で
あ

ろ
う
。
以
上
の
考
察
か
ら
判
断
す
れ
ば
、『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
両

窯
に
関
す
る
評
価
が
、
か
な
り
陸
羽
の
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
と

思
う
。
そ
の
た
め
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
引
用
に
際
し
て
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
陸
羽
は 

州
窯
白
磁
を
越
州
窯
青
磁
の
下
位
に
置
い
た
の
か
、
そ
の
理
由

を
考
え
て
い
き
た
い
。
さ
き
に
触
れ
た
小
林
太
一
郎
氏
の
「
唐
宋
の
白
磁
」
で
は
、
『
茶

経
』
に
記
さ
れ
た 

州
窯
の
評
価
に
関
し
て
、
か
な
り
の
疑
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
�

。

し
か
し
、
こ
の
小
林
太
一
郎
氏
の
問
題
提
起
か
ら
、
す
で
に
半
世
紀
以
上
経
過
し
て
い
る
。

管
見
の
限
り
、『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
お
い
て 

州
窯
白
磁
が
越
州

窯
青
磁
の
下
位
に
置
か
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
従
来
は
、
疑
問
の
ま
ま
か
、
或
い
は
陸
羽

の
審
美
的
基
準
な
ど
か
ら
簡
単
に
見
解
が
述
べ
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
自
説
を
述
べ
た
い
。
私
は
、
こ
の
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
記

さ
れ
た
越
州
窯
と 

州
窯
の
評
価
の
差
の
理
由
を
、
最
初
、
拙
稿
「
陸
羽
『
茶
経
』
に
み

え
る
南
方
意
識
と
そ
の
優
位
性
」
で
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
、
『
茶
経
』
の
内
容
に
は
南

北
の
対
比
や
そ
れ
に
伴
う
評
価
の
差
異
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
陸
羽
の
抱
く
南
方
意

識
（
造
語
、
南
方
の
も
の
が
北
方
の
も
の
に
対
し
て
優
れ
て
い
る
と
す
る
自
負
の
意
識
）

の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
た
。
次
い
で
自
著
『
喫
茶
文
化
史
研
究
序
説
』
で
は
、
南
方
人
と

い
う
言
葉
を
添
え
な
が
ら
、
こ
の
意
識
を
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
置

き
換
え
た
。
現
在
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
南
方
で
生
ま
れ
育
っ
た
陸
羽
の
強
烈
な

自
己
意
識
や
帰
属
意
識
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
私
は
、
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
茶
経
』
の
内
容
の
理
解
が
容
易
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
言
葉
に
は
、
個
人
と
地
域
、
或
い
は
、
個
人
と
国
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
地

域
的
な
拡
が
り
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
諸
事
象
と
の
関
係
性
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
記
せ
ば
、
陸
羽
は
『
茶
経
』
巻
上
「
一
之
源
」
に
お
い

て
、
伝
統
あ
る
北
方
産
の
妙
薬
人
参
と
当
時
世
間
で
滋
養
物
と
し
て
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
南
方
産
の
茶
を
、
文
章
中
で
一
旦
両
者
を
否
定
し
た
上
で
巧
み
に
対

比
さ
せ
、
茶
の
効
能
が
人
参
に
も
決
し
て
引
け
を
と
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
た
�

。
さ
ら
に
、

本
稿
で
考
察
し
て
い
る
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
お
い
て
、
当
時
、
北
方
の
第
一
級

の
窯
場
で
あ
っ
た 

州
窯
の
白
磁
を
陸
羽
が
推
奨
す
る
南
方
の
越
州
窯
青
磁
と
対
比
さ
せ
、

 

州
窯
を
越
州
窯
の
下
位
に
事
も
無
げ
に
置
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
世
間
の
評
価
と
は
か

な
り
隔
た
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
南
方
の
産
物
を
優
位
に
導
き
、
北
方
の
産
物
を

貶
め
る
理
由
は
、
一
重
に
南
方
人
陸
羽
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
か
ら
生
じ
た
に
違
い
な

い
。
結
局
、
私
は
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
根
源
と
す
る
陸
羽
の
南
方
に
対
す

る
強
い
思
い
に
よ
っ
て
、 

州
窯
白
磁
が
越
州
窯
青
磁
の
下
位
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

第
三
章　

『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
記
さ
れ
た
茶
の
色
映
り
に
関
す
る

一
見
解

　

「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
お
い
て
、
陸
羽
は
、
越
州
窯
と 

州
窯
の
茶
碗
に
茶
が
注

が
れ
た
際
の
茶
の
色
映
り
（
茶
碗
に
茶
が
注
が
れ
て
目
視
し
た
際
の
茶
の
色
、
茶
碗
の
釉

８ ５１
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色
を
反
映
し
た
茶
の
色
）
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
、
従
来
の
解
釈
で

は
実
際
に
注
が
れ
た
茶
の
色
（
茶
碗
に
注
が
れ
る
前
の
茶
本
来
の
色
の
こ
と
、
煮
だ
し
た

茶
の
色
）
に
関
す
る
考
察
が
不
十
分
な
た
め
、
適
切
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ

る
。
そ
こ
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
『
茶
経
』
を
改
め
て
検
討
し
直
す
こ
と
に
す
る
。
（
但

し
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
壽
州
瓷 

、
茶
色
紫
。
洪
州
瓷 

、
茶
色 

」
に
つ
い
て
は

触
れ
な
い
�

。
ま
た
、
茶
の
色
に
関
し
て
は
、
煮
だ
し
た
茶
の
色
の
み
に
焦
点
を
当
て
、

湯
の
表
面
に
浮
か
ぶ
茶
の
華
の
色
も
併
せ
た
考
察
は
行
わ
な
い
。）

　

「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
を
見
る
と
、
陸
羽
は
白
磁
で
あ
る 

州
窯
で
は
な
く
、
青
磁

で
あ
る
越
州
窯
を
茶
碗
と
し
て
推
奨
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
陸
羽
が
な
ぜ
越
州
窯
青

磁
を
重
ん
じ
た
か
の
か
と
い
う
問
い
か
け
に
対
し
て
は
、 

・
甌
の
釉
色
と
そ
こ
に
注
が

れ
た
茶
の
色
目
と
が
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
視
の
際
に
、
茶
の
色
合
い
が
美
し
い
緑

色
に
映
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
も
の
が
大
方
の
答
え
と
な
ろ
う
。
こ
れ
が
、
一
番
穏
当
な

考
え
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
記
さ
れ
た

「 

瓷
白
而
茶
色
丹
（ 

州
窯
の
磁
器
は
白
い
の
で
茶
の
色
は
丹
に
映
る
）」・「 

州
瓷
白
、

茶
色
紅
（ 

州
窯
の
磁
器
は
白
い
の
で
茶
の
色
は
紅
に
映
る
）」
と
い
う
記
述
か
ら
判
断

す
れ
ば
、
白
磁
で
あ
る 

州
窯
の
茶
碗
に
映
っ
た
茶
の
色
は
、
「
丹
」・「
紅
」
と
記
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
越
州
窯
青
磁
に
注
が
れ
た
茶
の
色
も
赤
色
系
統
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
生
じ
る
問
題
が
、
青
磁
に
こ
の
赤
色
系
統
の
茶
が
注
が
れ
た
場
合
、
果

た
し
て
茶
が
緑
色
に
映
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
は
、
注
が
れ
た
茶
の

色
の
濃
淡
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
し
、
さ
き
に
記
し
た
茶
の
色
と
釉
色
と
の
重
な
り
の
具
合

で
、
茶
の
赤
色
も
青
磁
の
釉
色
を
映
し
て
、
厳
密
に
は
緑
で
は
な
い
が
緑
色
と
も
表
現
で

き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
茶
が
た
と
え
赤
色
系
統
で
あ
っ
て
も
、
余
り
問
題
は

無
い
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
以
上
の
解
釈
に
も
、
さ
ら
に
一
考
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の

解
釈
が
、
『
茶
経
』「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
文
章
に
記
さ
れ
た
茶
の
色
映
り
だ
け
で

判
断
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
か

ら
で
は
な
く
、
『
茶
経
』
の
他
の
項
の
記
述
か
ら
陸
羽
が
良
し
と
す
る
茶
（
後
述
す
る
良

茶
の
こ
と
）
の
色
を
探
り
出
し
、
こ
の
考
察
に
お
け
る
判
断
材
料
と
し
た
い
。
そ
の
上
で
、

そ
の
茶
の
色
と
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
記
述
と
を
併
せ
見
て
、
本
章
に
お
け
る
結

論
へ
と
導
き
た
い
。
以
下
、
『
茶
経
』
か
ら
関
連
箇
所
及
び
茶
の
色
を
類
推
で
き
る
箇
所

を
選
び
出
し
て
、
検
討
を
加
え
た
い
。

　

ま
ず
、
『
茶
経
』
巻
上
「
三
之
造
」
を
挙
げ
た
い
。
こ
の
箇
所
は
、
茶
の
製
造
法
が
記

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
茶
の
品
質
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
、
次
に
そ
れ
を
記

す
。

茶
有
千
萬 

、
鹵 

而
言
。
如
胡
人 

者
、
蹙
縮
然
〔
京
錐
文
也
〕。
…
…
（
中
略

一
）
…
…
此
皆
茶
之
精
腴
。
有
如
竹 

者
、
枝
幹
堅
實
、
艱
於
蒸
搗
、
故
其
形 
 

然
〔
上 

下
師
〕。
…
…
（
中
略
二
）
…
…
此
皆
茶
之
瘠
老 

也
�

。

「
三
之
造
」
で
は
、「
茶
有
千
萬 

（
で
き
あ
が
っ
た
固
形
茶
に
は
様
々
な
形
状
が
あ
る
）」

と
し
て
、
良
茶
（「
精
腴
」、
上
質
で
滋
味
に
と
ん
だ
も
の
）
と
粗
茶
（「
瘠
老
」、
瘠
せ
て

精
分
が
な
く
な
っ
た
も
の
）
の
形
状
の
特
徴
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
（
本
稿
に
お
い
て
は
、

以
後
に
述
べ
る
茶
の
品
質
上
の
定
義
を
こ
の
「
良
茶
」
と
「
粗
茶
」
と
し
て
記
す
こ
と
に

す
る
）。
右
文
に
記
さ
れ
る
良
茶
の
特
徴
と
し
て
は
胡
人 

（
胡
人
の
靴
）
他
三
例
（
中

略
一
の
部
分
）
を
挙
げ
、
粗
茶
の
特
徴
と
し
て
は
竹 

（
筍
の
皮
）
他
一
例
（
中
略
二
の

部
分
）
を
挙
げ
、
と
も
に
比
喩
を
巧
み
に
用
い
て
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
三
之
造
」

の
末
文
に
は
、「
茶
之
否
臧
、
存
於
口
訣
（
茶
の
良
し
悪
し
は
、
人
の
口
伝
に
あ
る
）」
と

記
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
文
に
は
茶
の
色
つ
や
・
凹
凸
の
加
減
に
基
づ
い
た
茶
の
鑑
定
の
上

手
・
下
手
に
関
す
る
記
述
�

が
載
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
（
注
�
の
記
述
）
か
ら
判
断
し
た

良
茶
・
粗
茶
の
区
別
は
、
人
か
ら
人
へ
の
口
伝
え
で
し
か
伝
承
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
き
ち
ん
と
整
っ
た
良
茶
を
鑑
定
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
見
分
け
る
力

量
が
必
要
と
な
り
、
結
局
、
熟
練
・
経
験
が
も
の
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
全
て
を
書
き
記

９ ５０
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す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
三
之
造
」
の
引
用
部

分
で
確
認
し
た
い
事
項
は
、
陸
羽
が
茶
の
品
質
の
「
良
否
（
精
腴
と
瘠
老
、
臧
と
否
な

ど
）」
と
い
う
観
点
を
は
っ
き
り
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
上
は
、
陸
羽
が
良
し
と

す
る
茶
の
色
を
判
断
す
る
際
に
も
関
係
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
『
茶
経
』
巻
下
「
五
之
煮
」
で
は
、
茶
の
煮
た
て
方
を
記
し
、
最
後
に
茶
の
も

つ
性
質
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
そ
れ
を
記
す
。

茶
性
儉
。
不
宜
廣
。
則
其
味
黯
澹
。
且
如
一
滿 

、
啜 

而
味
寡
。
況
其
廣
乎
�

。

「
五
之
煮
」
で
は
、「
茶
性
儉
。
不
宜
廣
。
則
其
味
黯
澹
（
茶
の
性
は
倹
で
あ
る
。
広
に 
宜 

よ
ろ

し
く
な
い
。
広
で
は
、
茶
の
味
は
暗
く 
淡 
い
）」
と
あ
る
。
陸
羽
は
『
茶
経
』
巻
上
「
一

う
す

之
源
」
に
お
い
て
「
茶
之
爲
用
、
味
至 

、
爲
飮
最
宜 

行
儉 

之
人
（
茶
の
効
用
は
、

味
が
至
っ
て
寒
で
あ
る
か
ら
、
飲
料
と
し
て
、
行
い
が
精
れ
、
倹
の
徳
を
有
す
る
人
物
に

最
も
適
し
て
い
る
）」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
「
儉
」
と
は
質
素
で
控
え
め
な
徳
を
意
味

し
て
い
て
、
同
文
に
記
さ
れ
る
「 

」
と
い
う
語
句
と
と
も
に
『
茶
経
』
の
根
幹
を
な
す

重
要
な
語
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
�

。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
右
文
「
五
之
煮
」

の
「
茶
性
儉
（
茶
の
性
は
倹
で
あ
る
）」
以
下
の
文
章
に
は
、
か
な
り
大
切
な
事
項
が
記

さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
い
。
以
下
、
こ
の
観
点
に
重
き
を
お
い
て
考
察
す
れ
ば
、
ま
ず
、

こ
の
「
茶
性
儉
。
不
宜
廣
。
則
其
味
黯
澹
」
か
ら
は
、
「
儉
」
が
「
廣
」
と
反
対
の
概
念

の
語
句
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
一
之
源
」
の
「
爲
飮
最

宜 

行
儉 

之
人
」
に
か
か
わ
る
味
で
あ
る
「
寒
（
本
草
学
の
気
味
で
沈
静
効
果
を
指

す
）」
と
「
五
之
煮
」
の
「
廣
」
に
か
か
わ
る
味
で
あ
る
「
黯
澹
（
暗
く 
淡 
い
）」
も
互
い

う
す

に
反
対
の
概
念
の
語
句
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
五
之
煮
」
の
「
儉
」・

「
廣
」、
「
寒
」・「
黯
澹
」
と
前
掲
文
『
茶
経
』
巻
下
「
三
之
造
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
茶

の
「
良
否
」
と
い
う
観
点
と
を
併
せ
見
れ
ば
、
「
儉
」
で
あ
る
茶
は
味
が
「
寒
」
で
良
茶

（「
精
腴
」）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、「
廣
」
で
あ
る
茶
は
味
が
「
黯
澹
」
で
粗
茶
（「
瘠
老
」）

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
但
し
、
こ
こ
で
の
味
の
意
味
合
い
は
広
義
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
）。

　

続
い
て
、
前
掲
文
「
五
之
煮
」
の
続
文
を
挙
げ
て
み
た
い
。
私
は
、
こ
の
続
文
を
意
味

上
は
前
掲
文
「
五
之
煮
」
の
「
茶
性
儉
、
不
宜
廣
。
則
其
味
黯
澹
。
且
如
一
滿 

。
啜 

而
味
寡
。
況
其
廣
乎
」
か
ら
繋
が
る
同
じ
一
続
き
の
段
落
に
属
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

よ
っ
て
、
次
に
記
す
続
文
の
「
其
色 

也
」
以
下
も
大
切
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判

断
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

其
色 

也
。
其
馨 

也
。〔
香
至
美 

。 

音
使
。〕
其
味
甘
、 

也
。
不
甘
而
苦
、

 

也
。
啜
苦
咽
甘
、
茶
也
。
〔
一
本
云
。
其
味
苦
而
不
甘
、 

也
。
甘
而
不
苦
、 

也
。〕�　

右
文
の
「
其
色
…
…
」
以
下
を
見
て
い
く
と
、
な
ん
と
そ
こ
に
は
茶
の
色
・ 
馨 
に
関
す
る

か
お
り

記
述
が
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
茶
経
』「
三
之
造
」
で
煮
だ
す
前
の
固
形
茶
の
形
状
や

色
に
関
し
て
は
す
で
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
「
五
之
煮
」
に
記
さ
れ
る
色
、 

馨 
は

か
お
り

煮
だ
し
た
茶
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
私
は
、
以
上
、
本
章
で
行
っ
た
考

察
か
ら
す
れ
ば
、
「
五
之
煮
」
の
「
儉
」
か
ら
始
ま
る
件
で
記
さ
れ
た
茶
の
色
こ
そ
が
、

陸
羽
が
良
し
と
す
る
茶
の
色
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
具
体
的
に
は
、

「
其
色 

也
。
其
馨 

也
（
そ
の
色
は 

（
浅
黄
色
）
で
あ
る
。
そ
の 
馨 
は
よ
い
）」
と
記

か
お
り

さ
れ
て
い
る
。「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
で
挙
げ
ら
れ
た
最
高
の
碗
・
甌
に
注
ぐ
べ
き
茶

は
、
ま
さ
に
こ
の
茶
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
茶
の 
馨 
の
き
わ
め
て
よ
い
「 

色
（
浅
黄

か
お
り

色
）」
の
茶
で
あ
っ
た
。
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
は
「
越
瓷 

而
茶
色 

（
越
州
窯

の
磁
器
は
青
い
の
で
茶
の
色
は
緑
に
映
る
）」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
越
州
窯
の
青
い
釉
色

の
茶
碗
に
、
こ
の
「 

色
（
浅
黄
色
）」
の
茶
が
注
が
れ
て
緑
色
に
映
え
た
と
解
釈
し
て

も
、「
越
瓷 

而
茶
色 

」
の
文
章
と
何
ら
矛
盾
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
茶
の
色
を
「 

色
（
浅
黄
色
）」
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
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の
展
開
と
し
て
、
ま
た
し
て
も
困
難
に
遭
遇
す
る
。
仮
に
も
同
じ
「 

色
」
の
茶
を
白
磁

の
茶
碗
に
注
い
だ
な
ら
ば
、
そ
こ
に
映
る
茶
の
色
は
茶
本
来
の
色
で
あ
る
「 

色
」
に
近

い
も
の
と
な
る
は
ず
で
、
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
、 

色
系
統
で
記
述
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
で
記
さ
れ
た 

州
窯
白
磁
の
茶
の
色
に
関
す
る
二

箇
所
の
記
述
は
、
前
述
の
よ
う
に 

州
の
磁
器
は
白
い
の
で
茶
の
色
は
「
丹
」
色
、
或
い

は
「
紅
」
色
に
映
る
と
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
理
屈
の
上
で
は
、 

州
窯
白
磁
の

茶
碗
に
「
丹
」・「
紅
」
色
な
ど
の
赤
色
系
統
の
茶
が
注
が
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

我
々
は
注
が
れ
た
茶
の
色
の
判
断
に
ま
す
ま
す
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
読
み
手
が
判
読
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
茶
の
色
の
記
述

が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
『
茶
経
』
が
伝
世
さ
れ
る
中
で
、
文
字
を
転
写
す
る
際
に
書
き
間
違

い
が
生
じ
た
場
合
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
校
勘
・
校
訂
が
な
さ
れ
た
現
行
の
テ
キ
ス
ト
�

に
典
拠
し
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
今
回
は
、
こ
の
説
は
除
外
す
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、『
茶
経
』
の
文
章
の
特
徴
を
考
え
て
い
き
た
い
。

こ
の
特
徴
は
、
今
回
、
陸
羽
の
意
識
や
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
概
念
を
考
え
る
手
段
と
し
て

も
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
『
茶
経
』
に
お
い

て
は
「
上
質
な
も
の
は
上
質
な
も
の
に
対
応
さ
せ
る
」、
或
い
は
「
粗
悪
な
も
の
は
粗
悪

な
も
の
に
対
応
さ
せ
る
」
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
一
つ
の
文
の
中
で
同
等
の
価
値
の
も
の

を
適
宜
対
応
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
も
の
」
と
は
、
状
態
・

状
況
ま
で
含
め
て
指
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
さ
き
に
「
儉
」
の
説
明
で
引
用
し
た
「
一
之

源
」
の
「
茶
之
爲
用
、
味
至 

、
爲
飮
最
宜 

行
儉 

之
人
」
と
い
う
文
は
、「
味
至 

」

の
部
分
と
「
爲
飮
最
宜 

行
儉 

之
人
」
の
部
分
と
が
、
「
上
質
な
も
の
は
上
質
な
も
の

に
対
応
さ
せ
る
」
と
い
う
形
に
当
て
は
ま
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
一
之
源
」
の
後
の
文
に

記
さ
れ
て
い
る
人
参
と
茶
の
効
能
に
関
す
る
記
述
「
茶
爲
累
也
、
亦 

人
參
。
…
…
（
中

略
）
…
…
知
人
參
爲
累
、
則
茶
累
盡
矣
（
茶
が
わ
ざ
わ
い
と
な
る
の
も
ま
た
人
参
と
同
じ

で
あ
る
…
…
（
中
略
）
…
…
人
参
で
も
わ
ざ
わ
い
と
な
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
茶
が
相
当

に
わ
ざ
わ
い
と
な
る
こ
と
も
わ
か
る
の
で
あ
る
）」�
な
ど
は
、
単
純
に
茶
の
効
能
が
人
参

の
よ
う
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
ず
に
、
両
者
を
否
定
し
て
、
敢
え
て
癖
の
あ

る
文
章
技
巧
を
用
い
た
上
で
、
茶
の
効
能
が
人
参
の
よ
う
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し

て
い
る
が
、
そ
の
中
の
「
知
人
參
爲
累
、
則
茶
累
盡
矣
（
筆
者
注

：

累
と
は
、
わ
ず
ら

い
）」
を
そ
の
ま
ま
文
字
ど
お
り
に
読
め
ば
、
人
参
が
わ
ざ
わ
い
と
も
な
り
得
る
場
合
と

茶
が
わ
ざ
わ
い
と
も
な
り
得
る
場
合
を
対
応
さ
せ
て
記
し
て
お
り
、
「
粗
悪
な
も
の
は
粗

悪
な
も
の
に
対
応
さ
せ
る
」
と
い
う
形
に
当
て
は
ま
る
。
い
ず
れ
も
通
常
よ
く
あ
る
文
の

形
態
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
一
つ
の
特
徴
と
み
な
し
た
い
。

　

こ
の
一
つ
の
文
の
中
で
同
等
の
価
値
の
も
の
を
適
宜
対
応
さ
せ
る
と
い
う
特
徴
は
、
当

然
、
著
者
で
あ
る
陸
羽
の
意
識
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

特
徴
を
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
で
記
さ
れ
る
茶
碗
と
茶
の
色
映
り
の
関
係
に
照
ら
し

て
考
え
て
み
る
と
「
上
質
な
茶
碗
に
備
わ
る
の
は
自
ず
と
良
茶
の
色
映
り
で
あ
る
」、
或

い
は
「
粗
悪
な
茶
碗
に
備
わ
る
の
は
自
ず
と
粗
茶
の
色
映
り
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
概

念
に
至
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
以
上
の
観
点
か
ら
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
見

ら
れ
る
茶
の
色
映
り
に
関
す
る
文
章
を
改
め
て
読
ん
で
い
く
と
、
ま
ず
、
は
じ
め
に
理
解

で
き
る
の
が
、
さ
き
に
陸
羽
が
良
し
と
す
る
茶
の
色
を
言
及
し
た
箇
所
で
触
れ
た
「
越
瓷

 

而
茶
色 

」
と
い
う
文
章
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
章
か
ら
は
、
「
陸
羽
は
越
州
窯
青
磁
を

第
一
と
し
た
か
ら
、
こ
の
越
州
窯
青
磁
の
茶
碗
に
は
良
茶
で
あ
る
「 

色
」
の
茶
が
注
が

れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
茶
の
色
が
越
州
窯
青
磁
の
釉
色
を
反
映
し
て
緑
色
に
見

え
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
越
磁 

而
茶
色 

」
は
、「
上

質
な
茶
碗
に
備
わ
る
の
は
自
ず
と
良
茶
の
色
映
り
で
あ
る
」
と
い
う
概
念
に
当
て
は
ま
る

文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
も
う
一
方
の
「
粗
悪
な
茶
碗
に
備
わ
る
の
は
自
ず
と

粗
茶
の
色
映
り
で
あ
る
」
と
い
う
概
念
に
あ
て
は
ま
る
の
は
ど
の
文
か
と
考
え
る
と
、
そ

れ
は
、
越
州
窯
青
磁
に
対
し
て
劣
位
に
お
か
れ
た 

州
窯
白
磁
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
ら
、
一
つ
前
の
文
章
で
あ
る
「 

瓷
白
而
茶
色
丹
」
が
思
い
浮
か
ぶ
。
「
越
州
瓷
岳

瓷
皆 

。 

則 

茶
、
茶
作 

之
色
。 

州
瓷
白
、
茶
色
紅
」
も
同
様
に
両
者
に
分
類
、
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書
き
直
し
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
茶
碗
と
茶
の
色
映
り
の
関
係
に
言
及
し
た
概
念
を

「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
あ
て
は
め
て
判
断
す
れ
ば
、「
陸
羽
に
と
っ
て
赤
色
系
統
（「
丹
」・

「
紅
」）
の
茶
の
色
映
り
が
粗
茶
の
色
映
り
で
あ
る
」
と
い
う
仮
の
結
論
に
至
る
。 

州
窯

は
白
磁
で
あ
る
か
ら
、
注
が
れ
た
茶
の
色
も
赤
系
統
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
、
陸
羽
は 

州
窯
白
磁
に
は
こ
の
赤
色
系
統
の
茶
を
も
っ
て
し
た
（
こ
の
「
陸
羽
は
…
…
も
っ
て
し
た
」

の
部
分
は
、
後
ほ
ど
さ
ら
に
考
察
す
る
）」
の
で
あ
っ
て
、
さ
き
に
述
べ
た
「
理
屈
の
上

で
は
、 

州
窯
白
磁
の
茶
碗
に
「
丹
」・「
紅
」
色
な
ど
の
赤
系
統
の
茶
が
注
が
れ
た
こ
と

に
な
る
」
と
い
う
理
屈
は
通
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
仮
の
結
論
を
さ
ら
に
補
う
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
掲
文
「
越
瓷 

而
茶
色 

」・「 

瓷
白
而
茶
色
丹
」
が
、
も
と
も
と
「 

瓷
白
而
茶
色
丹
。
越
瓷 

而
茶

色 

。 

不
如
越
三
也
（ 

州
窯
の
磁
器
は
白
い
の
で
茶
の
色
は 
丹 
く
映
る
。
越
州
窯
の

あ
か

磁
器
は 

い
の
で
茶
の
色
は 

に
映
る
。 

州
窯
の
磁
器
が
越
州
窯
の
磁
器
に
及
ば
な
い

第
三
の
理
由
で
あ
る
）」
と
い
う
一
連
の
文
脈
に
属
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の

点
を
確
認
し
て
か
ら
、
次
の
文
章
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。
さ
き
の
検
討
に
お
い
て
は
、

「
三
之
造
」
で
は
茶
の
「
良
否
」
と
い
う
観
点
を
、「
五
之
煮
」
で
は
「
險
」・「
廣
」
と
い

う
表
現
を
確
認
し
た
。
以
上
か
ら
、
陸
羽
『
茶
経
』
の
文
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
文
の

中
に
反
対
の
概
念
同
士
を
対
峙
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
実
は
、
こ
の
特

徴
は
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
も
見
ら
れ
る
。
陸
羽
は
、
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」

に
お
い
て
越
州
窯
を
優
勢
に
扱
い
、 

州
窯
を
下
位
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
、
「
上

下
」、
「
優
劣
」
と
い
う
類
の
反
対
の
概
念
同
士
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
或
者
以 

州
處
越

州
上
、
殊
爲
不
然
。
若 

瓷
類
銀
、
越
瓷
類
玉
。 

不
如
越
一
也
。
若 

瓷
類 

、
則
越

瓷
類
氷
。 

不
如
越
二
也
。 

瓷
白
而
茶
色
丹
。
越
瓷 

而
茶
色 

。 

不
如
越
三
也
。」・

「
越
州
瓷
岳
瓷
皆 

。 

則 

茶
、
茶
作 

之
色
。 

州
瓷
白
、
茶
色
紅
」
な
ど
、
越
州

窯
と 

州
窯
の
優
劣
が
文
中
に
お
い
て
華
々
し
く
展
開
し
て
お
り
、
ま
さ
に
こ
の
特
徴
そ

の
も
の
で
あ
る
。
さ
き
に
「
越
瓷 

而
茶
色 

」・「 

瓷
白
而
茶
色
丹
」
が
「 

瓷
白
而

茶
色
丹
。
越
瓷 

而
茶
色 

。 

不
如
越
三
也
」
と
い
う
一
連
の
文
脈
に
属
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
が
、
こ
の
文
脈
も
、
結
局
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
越
州
窯
と 

州

窯
の
優
劣
が
文
中
に
お
い
て
華
々
し
く
展
開
し
て
い
る
文
の
中
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ

れ
よ
り
茶
の
色
映
り
に
関
し
て
興
味
深
い
事
実
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
越
州
窯
と 

州
窯

の
優
劣
が
華
々
し
く
展
開
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
丹
色
と

は
、
緑
色
に
対
し
て
劣
っ
た
茶
の
色
映
り
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
前

掲
「 

州
瓷
白
、
茶
色
紅
」
の
紅
色
も
同
様
で
あ
ろ
う
）。
す
な
わ
ち
、
赤
色
系
統
（「
丹
」・

「
紅
」）
の
色
映
り
が
、
緑
色
に
対
し
て
劣
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

越
州
窯
青
磁
の
茶
碗
の
釉
色
に
映
え
た
緑
色
の
茶
と
は
、
良
茶
で
「 

色
（
浅
黄
色
）」

の
茶
が
ベ
ー
ス
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
理
解
し
に
く
い
の
は
、 

州
窯

白
磁
の
茶
碗
の
釉
色
に
映
え
た
赤
色
系
統
の
茶
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
粗
茶
で
あ
っ
て
、
白

磁
に
注
い
だ
の
で
あ
る
か
ら
同
じ
く
赤
色
系
統
の
茶
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

陸
羽
の
記
し
た
こ
れ
ら
赤
色
系
統
の
茶
に
つ
い
て
一
考
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
よ
り
劣
っ
た

品
質
の
茶
や
陸
羽
が
良
し
と
し
た
も
の
と
は
異
な
る
製
法
で
作
ら
れ
た
茶
、
或
い
は
管
理

上
の
不
具
合
等
で
劣
化
し
た
よ
う
な
茶
を
用
い
た
際
の
色
目
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
た
め
、
陸
羽
が
良
茶
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
茶
か
ら
煮
だ
し
た
「 

色

（
浅
黄
色
）」
の
色
目
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
煮
だ
す
と
、
例
え
ば
明

る
い
褐
色
程
度
の
色
目
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。
結
局
、
文
の
特
徴

を
捉
え
な
が
ら
茶
碗
と
茶
の
色
映
り
の
関
係
に
言
及
し
た
概
念
を
「
四
之
器
、 

（
茶

碗
）」
に
あ
て
は
め
た
上
で
、「 

瓷
白
而
茶
色
丹
」・「
越
瓷 

而
茶
色 

」
が
優
劣
を
戦

わ
し
て
い
る
一
連
の
文
脈
に
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
併
せ
て
考
察
し
た
結
果
、

私
は
、
陸
羽
に
と
っ
て
赤
色
系
統
（「
丹
」・「
紅
」）
の
茶
の
色
映
り
は
、
粗
茶
の
色
に
他

な
ら
な
い
と
結
論
付
け
た
い
。
ま
ず
、
こ
の
赤
色
系
統
（「
丹
」・「
紅
」）
が
粗
茶
の
色
、

或
い
は
色
映
り
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
知
る
こ
と
が
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
判
読

を
容
易
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

　

さ
て
、
さ
き
に
「
陸
羽
は 

州
窯
白
磁
に
は
こ
の
赤
色
系
統
の
茶
を
も
っ
て
し
た
」
の

部
分
は
、
後
ほ
ど
さ
ら
に
考
察
す
る
と
し
た
。
実
は
、
こ
の
「
も
っ
て
し
た
」
の
内
容
は
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二
つ
考
え
ら
れ
、
そ
の
内
容
の
検
討
が
本
章
に
お
け
る
最
終
の
課
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
で 

州
窯
白
磁
に
注
が
れ
た
茶
の
色
が
赤
色
系
統

（「
丹
」・「
紅
」）
で
記
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
ず
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、 

州
窯
、
越
州
窯
と
も
に
同
じ
「 

色
」
の
茶
が
注
が

れ
た
と
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え 

州
窯
白
磁
に
注
が
れ
た
茶
が
、

性
は
「
儉
」
で
味
は
「
寒
」
で
品
質
は
「
精
腴
」
で
色
は
「 

」
で
あ
る
良
茶
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
陸
羽
の
記
述
に
見
ら
れ
る 

州
窯
の
茶
の
色
映
り
は
常
に
赤
色
系
統
で
あ
る

か
ら
、
性
は
「
廣
」
で
味
は
「
黯
澹
」
で
品
質
は
「
瘠
老
」
で
色
は
「
赤
色
系
統
（「
丹
」・

「
紅
」）」
で
あ
る
粗
茶
を
注
い
だ
際
の
色
映
り
で
表
記
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
次
に
考
え

ら
れ
る
の
は
、
陸
羽
に
は
、
最
初
か
ら
良
質
の
茶
が 

州
窯
白
磁
の
茶
碗
に
注
が
れ
る
と

い
う
考
え
自
体
が
無
か
っ
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
そ
の
際
は
、 

州
窯
白
磁
の
茶
碗
に

注
が
れ
た
茶
は
、
至
極
当
然
で
あ
る
が
、
粗
茶
を
用
い
て
い
る
か
ら
、
そ
の
色
映
り
は
赤

色
系
統
を
呈
す
る
わ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
は
、
茶
碗
が
陸
羽
に
と
っ
て
粗

悪
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
注
が
れ
る
茶
の
色
映
り
が
「 

色
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
緑
色
で
記

さ
れ
る
こ
と
な
ど
到
底
あ
り
得
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、 

州
窯
白
磁
の

茶
の
色
映
り
は
、
す
べ
て
「
丹
」・「
紅
」
色
な
ど
の
赤
色
系
統
で
記
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。

　

こ
の
あ
た
り
の
発
想
の
転
換
が
読
み
手
に
は
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
な
さ
れ
な
い
た

め
に
、
十
分
に
『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
内
容
を
把
握
し
き
れ
な
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
見
、
こ
の
考
え
方
は
荒
唐
無
稽
に
も
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
陸
羽
の
自
伝
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
『
陸
文
学
自
伝
』
に
は
、
陸
羽

が
非
常
に
高
潔
な
志
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
反
面
、
か
な
り
独
自
性
の

強
い
一
面
も
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
�

を
思
い
出
す
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
私
は

『
茶
経
』
の
記
述
の
中
に
は
、
陸
羽
独
特
の
論
法
も
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
そ
の
典
型
が
、
こ
の
『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
結
局
、
私
は
『
茶
経
』
の
中
で
は
、
粗
悪
な
茶
碗
と
上
質
な
茶
の
色
映
り
と

は
、
一
文
を
構
成
す
る
に
あ
た
っ
て
両
立
し
得
な
い
概
念
で
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
陸
羽
独
特
の
考
え
方
に
よ
り
、
一
見
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
茶
の
色
映
り
に
関
す
る
記
述
が
『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶

碗
）」
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

以
上
述
べ
た
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
「
陸
羽
に
と
っ
て
、
粗
悪
な
茶
碗
に
注
が
れ
た
茶
が

た
と
え
良
茶
で
あ
っ
た
と
し
て
も
良
茶
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
或
い
は
、
粗

悪
な
茶
碗
に
良
茶
が
注
が
れ
る
と
い
う
こ
と
自
体
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
私
の
仮
説
か
ら

出
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
は
あ
り
え
る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
『
茶
経
』「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
の
茶
の
色
映
り
に
関
す
る

問
題
点
も
解
決
可
能
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
敢
え
て
本
章
に
お
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
し

た
。
但
し
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
一
つ
の
推
論
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
点
も
重
ね
て
申
し
添
え

た
い
。

付
論　

茶
神
に
注
い
だ
も
の

　

私
は
、「
喫
茶
の
起
源
と
茶
の
流
通
に
お
け
る
一
考
察
」
や
『
喫
茶
文
化
史
研
究
序
説
』

に
お
い
て
、
『
唐
国
史
補
』
巻
中
「
陸
羽
得
姓
氏
」
に
記
載
さ
れ
た
陸
羽
に
ま
つ
わ
る
慣

習
と
当
時
行
わ
れ
て
い
た
仏
教
の
灌
仏
会
と
の
関
連
性
を
推
測
し
、
陸
羽
が
茶
神
と
し
て

祭
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
慣
習
と
は
、
鞏
県
の
陶
工

は
人
形
を
多
く
造
っ
た
が
、
そ
の
な
か
に
陸
鴻
漸
（
陸
羽
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
人
形
が
あ

り
、
そ
れ
は
茶
器
（
茶
碗
）
の
お
ま
け
と
し
て
つ
け
ら
れ
、
商
家
で
は
そ
の
人
形
を
祭
っ

て
、
茶
の
利
益
が
あ
が
ら
な
い
時
に
は
、
す
ぐ
に
何
か
を
注
い
で
拝
ん
だ
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
今
回
、
内
容
は
若
干
異
な
る
が
茶
神
と
い
う
語
句
と
陸
羽
人
形
に
注
い
だ
も
の
が

記
述
さ
れ
て
い
る
史
料
が
あ
る
の
で
、
前
掲
拙
稿
及
び
自
著
に
対
す
る
補
足
を
行
い
た
い
。

な
お
、
前
回
の
陸
羽
人
形
に
関
す
る
記
事
を
発
表
後
、
二
○
一
三
年
に
神
野
恵
氏
が
、
河

南
省
鞏
義
市
白
河
窯
跡
に
関
す
る
論
考
の
中
で
新
た
に
「
小
型
瓷
偶
」
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
設
け
ら
れ
、
拙
稿
・
自
著
で
論
じ
た
陸
羽
人
形
も
そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
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こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
�

。
神
野
氏
は
こ
の
論
考
の
中
で
、
陸
羽
像
の
可
能
性
が

あ
る
モ
チ
ー
フ
を
い
く
つ
か
示
さ
れ
て
い
る
�

が
、
い
ず
れ
研
究
が
進
め
ば
、
陸
羽
の
茶

神
像
が
確
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
河
南
省
鞏
義
市
鞏
義
窯
跡
（
総
称
）
の
発

掘
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。

　

前
回
提
示
し
た
史
料
は
、
李
肇
『
唐
国
史
補
』
巻
中
「
陸
羽
得
姓
氏
」
で
あ
っ
た
が
、

そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

 

有
文
學
。
多
意
思
、
恥
一
物
不
盡
其
妙
、
茶
術
尤
著
。
鞏
縣
陶
者
多
為 

偶
人
、

號
陸
鴻
漸
、
買
數
十
茶
器
得
一
鴻
漸
。
市
人
沽
茗
不
利
、
輒
灌
注
之
�

。

ま
た
、
今
回
の
史
料
と
し
て
は
、
唐
の
武
徳
（
六
一
八
～
二
六
）
か
ら
元
和
（
八
○
六
～

二
〇
）
ま
で
の
間
の
雑
事
・
名
人
の
軼
事
を
記
し
た
撰
者
不
詳
『
大
唐
伝
載
』
を
挙
げ
た

い
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

陸
鴻
漸
嗜
茶
、 

茶
經
三 

、
行
於
代
。
常
見
鬻
茶
邸
、
燒
瓦
瓷
爲
其
形
貌
、
置
於

竈
釜
上
左
右
爲
茶 

、
有
交
易
則
茶
祭
之
、
無
則
以
釜
湯
沃
之
�

。

『
大
唐
伝
載
』
で
は
、
前
掲
の
『
唐
国
史
補
』
と
異
な
り
、「
鞏
縣
陶
工
云
々
…
…
」
と
い

う
よ
う
な
人
形
の
生
産
・
入
手
に
関
す
る
よ
り
具
体
的
な
記
述
は
な
い
が
、
茶
を
商
う
店

で
は
、
陸
羽
を
か
た
ど
っ
た
人
形
を
焼
い
て
、
竈
の
上
の
左
右
に
お
い
て
茶
神
と
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
拙
稿
や
自
著
に
お
い
て
は
、
仏
教
の
灌
仏
会
と
絡
め
て
、

祭
ら
れ
た
人
形
は
茶
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
が
、
『
大

唐
伝
載
』
の
記
述
で
は
具
体
的
に
茶
神
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
考
え
は
正
し
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
史
料
で
は
、
竈
上
の
左
右
に
茶
神
両
柱
を
祭
っ
て
い
た

こ
と
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
祭
り
方
を
考
察
す
る
上
で
も
大
変
興
味
深
い
。
ま
た
、

『
唐
国
史
補
』
で
は
、「 

人
沽
茗
不
利
、
輒
灌
注
之
（
商
人
は
茶
の
商
の
利
益
が
あ
が
ら

な
い
と
、
す
ぐ
に
、
こ
の
人
形
に
注
い
だ
）」
と
の
み
記
さ
れ
、
茶
神
と
し
た
陸
羽
人
形

に
何
を
注
い
だ
の
か
ま
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
拙
稿
・
自
著
で
は
と

り
あ
え
ず
水
を
注
い
だ
と
訳
し
、
実
際
は
何
ら
か
の
液
体
を
注
い
だ
こ
と
を
本
文
で
注
記

す
る
に
と
ど
ま
っ
た
�

。『
大
唐
伝
載
』
で
は
、
交
易
が
あ
れ
ば
茶
を
供
え
て
茶
神
（
陸
羽

人
形
）
を
祭
り
、
交
易
が
無
け
れ
ば
釜
の
湯
を
茶
神
（
陸
羽
人
形
）
に
注
い
だ
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
『
唐
国
史
補
』
に
記
載
さ
れ
た
陸
羽
人
形
に
注
い
だ

も
の
も
、
釜
の
湯
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

お 
わ 
り 
に

　

『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
で
見
ら
れ
る
問
題
点
の
一
つ
は
、 

州
窯
と

越
州
窯
の
評
価
の
差
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
一
・
二
章
に
お
い

て
、
近
年
の
研
究
者
の
成
果
を
併
せ
て
改
め
て
自
説
に
導
い
た
。
ま
た
、
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
で
見
ら
れ
る
別
の
問
題
点
は
、
茶
の
色
映
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
第
三
章
に
お
い
て
従
来
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
結
果
、
茶

の
色
映
り
に
関
し
て
は
、
文
字
通
り
に
読
ん
で
も
理
解
し
づ
ら
い
た
め
、
陸
羽
の
意
識
・

書
き
振
り
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
と

思
う
。
こ
の
よ
う
に
本
稿
の
第
一
～
三
章
で
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
従
来
に
比
べ
て
『
茶

経
』「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
を
よ
り
柔
軟
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
今
回
は
付
論
を
補
っ
た
。
拙
稿
「
喫
茶
の
起
源
と
茶

の
流
通
に
お
け
る
一
考
察
」・
自
著
『
喫
茶
文
化
史
研
究
序
説
』
に
お
い
て
『
唐
国
史
補
』

を
引
用
し
た
が
、
そ
こ
に
は
な
か
っ
た
記
述
が
『
大
唐
伝
載
』
に
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
大
唐
伝
載
』
に
は
、
陸
羽
人
形
が
「
茶
神
」
と
し
て
記
さ
れ
、
ま
た
、
陸
羽
人
形
に
注

い
だ
も
の
は
釜
の
湯
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
前
掲
拙
稿
・
自
著
の
内
容
を

補
う
史
料
で
あ
る
た
め
、
陸
羽
関
連
事
項
と
し
て
改
め
て
付
し
た
。
こ
こ
に
諸
先
学
の
ご

教
示
を
仰
ぎ
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

１４ ４５
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（
注
）

�　

拙
稿
「
陸
羽
『
茶
経
』
に
み
え
る
南
方
意
識
と
そ
の
優
位
性
」（『
近
畿
大
学
短
大
論
集
』
第
三
六
巻

第
一
号
、
近
畿
大
学
短
期
大
学
部
、
二
○
○
三
年
）。

�　

自
著
『
喫
茶
文
化
史
研
究
序
説
』（
晃
洋
書
房
、
二
○
一
二
年
、
七
七
～
七
九
頁
）。

�　

河
北
省 

台 
 

物
管
理 
 

著
、
石
从
枝
・
李 

・
李
恩 

・
王
睿
主 

『 

台
隋
代 

窯
』（
科

学
出 
 

、
二
〇
〇
六
年
）。

�　

千
年 
 
 
 

委 

会 

、 

 
 

・ 

志
忠
主 

『
千
年 

窯
』（
文
物
出 
 

、
二
○
○
七
年
）。

�　

小
林
仁
「
優
雅
な
る
白
い
焼
き
物
―
定
窯
白
磁
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
定
窯
』、
編
集
大
阪
市
立
東

洋
陶
磁
美
術
館
、
二
○
一
三
年
）。

�　

拙
稿
「
喫
茶
の
起
源
と
茶
の
流
通
に
関
す
る
一
考
察
」（『
生
駒
経
済
論
叢
』
第
七
巻
第
一
号
、
近
畿

大
学
経
済
学
会
、
二
○
○
九
年
）。

�　

布
目
潮 

『
茶
経
詳
解
』（
淡
交
社
、
二
○
○
一
年
、
巻
中
「
四
之
器
」 

）。
本
稿
で
は
、
布
目
潮

 

氏
『
茶
経
詳
解
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
す
る
。
但
し
、
句
読
点
に
関
し
て
は
、
筆
者
の
判
断

で
句
点
・
読
点
の
箇
所
を
一
部
変
更
し
た
。
ま
た
、
便
宜
上
、
「
四
之
器
」 

を
、
本
稿
で
は
「
四

之
器
、 

（
茶
碗
）」
と
表
記
す
る
。

�　

本
稿
で
は
、
「
越
州
瓷
岳
瓷
皆 

。 

則
益
茶
、
茶
作 

之
色
」
と
し
た
。
布
目
氏
の
注
�
の
テ
キ

ス
ト
で
は
、
「
越
州
瓷
岳
瓷
皆 

。 

則
益
茶
、
茶
作
白
紅
之
色
」
と
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
。
注

�
の
テ
キ
ス
ト
の
こ
の
個
所
の
校
訂
は
従
来
か
ら
よ
く
見
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
私
が
本
稿
に
お
い

て
、
こ
の
個
所
の
「
白
紅
」
を
「 

」
と
し
た
の
は
、
高
橋
忠
彦
氏
の
研
究
に
拠
っ
て
い
る
。
高
橋

氏
は
、
「
白
紅
」
が
「
緑
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
「
緑
」
の
草
書
・
異
体
字
を
考
慮
す
る
必
要
性
を
挙
げ
ら
れ
る 
（「「
緑
」
と
「
白
紅
」」、
『
茶
の

湯
文
化
学
会
会
報
』
№
三
一
、
茶
の
湯
文
化
学
会
、
二
○
○
一
年
、
一
～
二
頁
）。
私
は
、
二
○
一

二
年
の
自
著
『
喫
茶
文
化
史
研
究
序
説
』（
注
�
、
六
二
頁
）
か
ら
、
高
橋
氏
の
「 

（
緑
）」
と
い

う
解
釈
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
注
�
の
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
「
白
紅
」
で
は
な

く
、
「 

」
と
記
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
高
橋
氏
は
、
「『
茶
経
』
本
文
の
再
検
討
」（『
東
京
学
芸
大

学
紀
要
』
人
文
社
会
科
学
系
Ⅰ
、
第
六
一
巻
、
二
○
一
○
年
、
二
○
四
頁
）
に
お
い
て
、
「
こ
の
個

所
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
何
回
か
卑
見
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
要
点
を
述
べ
る
と
、
こ
こ
は
浙

江
越
州
窯
と
湖
南
岳
州
窯
の
「
甌
」（
半
升
弱
の
容
量
の
茶
碗
）
は
青
磁
な
の
で
、
茶
が
美
し
い
緑

色
に
見
え
る
と
述
べ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
上
文
の
「
越
瓷
青
而
茶
色
緑
」
が
参
考
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
釈
大
典
の
説
に
従
っ
て
「
白
紅
」
は
「
緑
」
の
誤
記
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、「
緑
」

を
誤
っ
て
二
字
に
分
離
し
、
右
上
が
「
白
」、
残
り
の
部
分
を
「
紅
」
に
誤
っ
た
と
い
う
推
測
が
成

り
立
つ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

�　

亀
井
明
徳
「
越
州
窯
と
龍
泉
窯
」（『
東
洋
陶
磁
史
』、
東
洋
陶
磁
学
会
、
二
○
○
二
年
、
五
八
頁
参

照
）。

�　

尾
崎
雄
二
郎
他
『
中
国
文
化
史
大
事
典
』（
大
修
館
書
店
、
二
○
一
三
年
、
五
六
頁
）。
今
井
敦
解
説

の
「
越
州
窯
」
の
項
参
照
。

�　

注
�
『 

台
隋
代 
 

』
五
頁
に
「 
 
 
 

于
北
朝
、 

隋
、
初 

的 

展
、
至
盛 
 

期 

到

鼎
盛 

段
。 

末
五
代
走
向
衰 

。 

 
 
 

制
精
品 

白 
 

品
牌 

品
、
成 

我
国
隋 
 

期

北 

的
重
要 
 
 

一
」
と
あ
る
。

�　

注
�
『
千
年 
 

』
八
頁
に
「 
 

白 

的 

制
成
功
、 

束
了
自 

周 

来
青 

一 
 

下
的
局

面
、
形
成
了
我
国
陶 

史
上
�
南
青
北
白
�
争
奇
斗
妍
的 

大
体 

。 

 

的 

造 

史
北 

、
隋

代
、
唐
代
至
五
代
、 

、
金
、
元
、
代
代 

承
、
源 

流 

」
と
あ
る
。
但
し
、「 
 

的 

造 

史
…
…
」

以
下
の
文
は
、
重
複
を
避
け
る
た
め
、
本
文
に
お
い
て
訳
を
載
せ
て
い
な
い
。

�　

小
林
仁
氏
は
、
「
中
国
陶
磁
史
を
振
り
返
る
と
、
白
磁
と
青
磁
は
二
大
系
譜
が
中
心
と
な
っ
て
展
開

し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
く
に
、
隋
唐
五
代
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
南
青
北
白
」
と
呼
ば
れ
る
、

南
の
青
磁
に
対
し
て
北
の
白
磁
と
い
う
形
勢
が
生
ま
れ
た
。
こ
こ
で
い
う
南
の
青
磁
と
は
越
窯
、
そ

し
て
北
の
白
磁
と
は 

窯
と
定
窯
を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。」
と
さ
れ
る
（
注
�
、
二
二

四
頁
）。
定
州
窯
の
沿
革
も
視
野
に
入
れ
る
と
、
こ
の
「
南
青
北
白
」
に
該
当
す
る
北
の
白
磁
の
窯

場
は
、
小
林
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

�　

『
新
唐
書
』
巻
三
十
九　

志
第
二
十
九　

地
理
三
。（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）。

�　
 

州
は
七
四
二
年
～
五
八
年
（
天
宝
元
年
～
至
元
三
年
）
の
間
、
鉅
鹿
郡
で
あ
っ
た
。
（
鈴
木
哲
雄

『
中
国
主
要
地
名
辞
典
』、
山
喜
房
、
二
○
○
三
年
、
一
六
○
頁
）。
ま
た
、
窯
址
の
あ
る
内
邱
県
に

つ
い
て
は
「
唐
、
武
徳
初
（
六
一
八
年
）、
ま
た
青
山
県
を
分
置
し
、
み
な 

州
に
属
せ
し
め
…
…
」

と
あ
る
（
鈴
木
前
掲
書
、
五
二
九
頁
）。

�　

『
唐
国
史
補
』
巻
之
下
（『
百
部
叢
書
集
成
』
学
津
討
原
）。

�　

高
橋
忠
彦
・
佐
藤
正
光
・
蘇
明
明
「
釈
皎
然
の
茶
詩
」〔
唐
宋
茶
詩
訳
註
①
〕（『
茶
の
湯
文
化
学
』

第
一
二
号
、
茶
の
湯
文
化
学
会
、
二
〇
〇
六
年
、
八
八
～
八
九
頁
）。
解
説
参
照
。

�　

注
�
に
同
じ
。
Ⅰ　

。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
注
�
の
高
橋
忠
彦
氏
他
諸
氏
「
釈
皎
然
の
茶
詩
」

１３

〔
唐
宋
茶
詩
訳
註
①
〕、
及
び
注
�
の
高
橋
忠
彦
氏
他
諸
氏
「
皮
日
休
・
陸
亀
蒙
の
茶
詩
」〔
唐
宋
茶

詩
訳
註
④
〕
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
、
詩
・
聯
句
・
序
の
日
本
語
訳
も
高
橋
氏
他
諸
氏
の
訳
に

拠
っ
た
。

�　

注
�
に
同
じ
。
高
橋
氏
他
諸
氏
は
、
「
白
い
陶
器
の
茶
碗
」
と
訳
出
さ
れ
た
（
一
○
九
頁
）
が
、
私

は
「
白
磁
の
茶
碗
」
と
し
た
。

�　

注
�
に
同
じ
。
九
○
頁
。

�　

注
�
に
同
じ
。
Ⅱ
３
。

�　

注
�
に
同
じ
。
Ⅰ　

。
１４
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�　

な
お
、
注
�
の
詩
（
Ⅰ　

）
に
は
「
雲
（
一
作
雪
）
山
童
子
調
金
鐺
、
楚
人
茶
経
虚
得
名
」
と
あ
っ

１４

て
、
陸
羽
の
『
茶
経
』
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。

�　

こ
こ
で
「
丹
丘
」
に
つ
い
て
一
言
触
れ
れ
ば
、
高
橋
氏
は
、「「
丹
丘
」
は
、
唐
詩
に
よ
く
用
い
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
仙
人
の
住
む
理
想
郷
と
し
て
で
あ
り
、
茶
と
む
す
び
つ
け
る
の
は
皎
然
た
だ
一
人
で

あ
る
（
注
�
、
九
○
頁
）」
と
言
わ
れ
る
。

�　

水
上
和
則
『
茶
文
化
史
に
そ
っ
た
中
国
茶
碗
の
考
古
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
○
○
九
年
、
六
一
頁
）。

�　

尾
崎
雄
二
郎
他
『
中
国
文
化
史
大
事
典
』（
大
修
館
書
店
、
二
○
一
三
年
、
一
○
三
八
頁
）。
山
本
敏

雄
解
説
の
「
皮
日
休
」
の
項
参
照
。

�　

高
橋
忠
彦
・
佐
藤
正
光
・
土
屋
裕
史
「
皮
日
休
・
陸
亀
蒙
の
茶
詩
」〔
唐
宋
茶
詩
訳
注
④
〕（『
茶
の

湯
文
化
学
』
第
一
六
号
、
茶
の
湯
文
化
学
会
、
二
○
○
九
年
）。
Ⅰ
１
。

�　

注
�
に
同
じ
。
五
九
頁
。

�　

注
�
に
同
じ
。
Ⅰ　

。
１０

�　

注
�
に
同
じ
。
五
九
頁
。

�　

注
�
に
同
じ
。
高
橋
氏
他
諸
氏
は
、「
茶
甌
」
の
語
釈
に
お
い
て
「『
茶
経
・
五
之
煮
』
に
「
如
棗
花

漂
漂
然
於
環
池
之
上
」
と
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
。
七
四
頁
。

�　

布
目
潮 

氏
は
「
皮
日
休
の
「
茶
中
雑
詠
」
に
つ
い
て
」（『
中
村
治
兵
衛
先
生
古
稀
記
念
東
洋
史
論

叢
』、
刀
水
書
房
、
一
九
八
六
年
、
三
八
八
頁
）
の
中
で
、「
茶
中
雑
詠
」
の
特
色
を
列
挙
さ
れ
た
が
、

そ
の
一
つ
に
「
陸
羽
の
『
茶
経
』
四
之
器
で
は
、 

に
つ
い
て
越
磁
（
青
磁
）
が 

磁
（
白
磁
）
よ

り
す
ぐ
れ
て
い
る
点
を
三
点
挙
げ
た
が
、
皮
日
休
は
、
越
磁
と 

磁
を
対
等
に
考
え
て
い
る
」 

と
記

さ
れ
る
。『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
と
、
こ
の
「
茶
甌
」
の
詩
を
比
較
し
た
場
合
、

諸
氏
の
い
ず
れ
の
見
解
も
同
様
な
も
の
と
な
ろ
う
。

�　

小
林
太
一
郎
「
唐
宋
の
白
瓷
」（『
小
林
太
一
郎
著
作
集
』
第
八
巻
、
淡
交
社
、
一
九
七
四
年
、
九
一

頁
）。
初
出
は
『
陶
器
全
集
』
第
一
二
巻
（
平
凡
社
、
一
九
五
九
年
）。

�　

注
�
に
同
じ
。
二
二
五
頁
。
小
林
仁
氏
は
「
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
（
筆
者
注

：

小
林
市
太
郎
氏
の
注

�
の
も
の
を
指
す
）
が
あ
る
よ
う
に
明
ら
か
に
越
窯
青
磁
偏
重
の
意
図
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
言
い

換
え
れ
ば
、
当
時
、
す
で
に 

窯
白
磁
が
越
窯
青
磁
よ
り
も
圧
倒
的
に
優
位
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と

が
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

�　

伊
藤
郁
太
郎
「
中
国
に
お
け
る
二
〇
一
三
年
度
当
時
研
究
事
情
」〈
平
成
二
六
年
度
第
四
二
回
総
会

特
別
報
告
「
世
界
の
陶
磁
史
研
究
動
向
」（
要
旨
）〉（『
東
洋
陶
磁
学
会
会
報
』
第
八
一
号
、
東
洋
陶

磁
学
会
、
二
○
一
四
年
）。

�　

注
�
に
同
じ
。
注
�
の
記
事
の
中
で
、
伊
藤
氏
は
、
さ
ら
に
近
年
の 

州
窯
の
一
九
八
一
～
九
一
、

二
○
○
三
、
二
○
一
二
年
の
発
掘
報
告
を
踏
ま
え
ら
れ
て
「
こ
の
よ
う
に
、
三
回
に
わ
た
る
発
掘
調

査
の
結
果
、 

窯
に
つ
い
て
の
概
況
が
判
明
し
て
研
究
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
。
今
後
は
そ
れ
を
整
理

分
析
す
る
段
階
に
入
る
こ
と
に
な
る
」
と
記
さ
れ
る
。

�　

注
�
に
同
じ
。
九
一
～
九
二
頁
。
小
林
太
一
郎
氏
は
、
陸
羽
『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶

碗
）」
を
挙
げ
て
「
…
…
と
言
っ
て
、
つ
と
め
て 

州
の
白
瓷
を
け
な
し
て
い
る
。
そ
れ
を
茶 

の

最
下
位
に
お
い
て
、
越
州
青
瓷
を
最
上
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
偏
頗
な
議
論
で
あ
る
。

彼
が
そ
ん
な
に
口
を
き
わ
め
て 

瓷
を
そ
し
り
、
越
瓷
を
ほ
め
る
の
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
い
さ
さ
か
お
か
し
い
。
そ
れ
に
は
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
理
由
は
お
そ
ら
く
次
の
よ

う
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
じ
っ
さ
い
に
は
、
そ
の
こ
ろ 

州
白
瓷
の
茶 

が
も
っ
と
も
ひ
ろ
く
盛
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
て
、
越
州
の
茶 

は
未
だ
そ
ん
な
に
流
行
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
陸
羽
は
ど

う
し
て
も
越
州
茶 

を
首
位
に
流
行
さ
せ
よ
う
と
欲
し
て
、
そ
の
た
め
に
わ
ざ
と
、
当
時
第
一
と
さ

れ
た 

州
茶 

を
さ
ん
ざ
ん
に
こ
き
お
ろ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
が
な
ぜ

こ
ん
な
に
む
き
に
な
っ
て
、 

瓷
を
け
な
す
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。」
と
記
さ
れ
た
。
小
林
氏
は
、

続
い
て
本
稿
第
一
章
で
引
用
し
た
『
唐
国
史
補
』
の
記
載
を
挙
げ
、 

州
窯
が
最
も
流
行
っ
て
い
た

点
と
し
て
「
そ
の
こ
ろ
は
な
ん
と
し
て
も 

州
の
内
邱
の
白
瓷
の
茶 

が
も
っ
と
も
流
行
っ
て
い
た

の
で
、
白
瓷
の
第
一
な
る
そ
の 

瓷
を
徹
底
的
に
非
難
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
い
て
そ
の
他
の
あ

ら
ゆ
る
白
瓷
茶 

を
も
、
陸
羽
は
言
を
も
ち
い
ず
し
て
お
と
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
彼
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
白
瓷
を
敵
視
す
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
く
り
返
し
て
い
う
よ
う
に
越
州

青
瓷
を
も
ち
あ
げ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
…
…
か
り
に
百
歩
を
ゆ
ず
っ
て
彼
の
い
う
と
お
り
そ
の
こ
ろ

の
茶
に
は
青
瓷
が
も
っ
と
も
よ
か
っ
た
と
し
て
も
、
し
か
し
白
瓷
も
ま
た
そ
れ
に
劣
ら
ず
よ
か
っ
た

こ
と
は
、
何
よ
り
も
そ
の
流
行

―
『
唐
国
史
補
』
の
記
事
と
、
陸
羽
の
烈
し
い
攻
撃
と
の
示
す
そ

の
流
行
が
よ
く
證
明
し
て
い
る
。
ど
う
も
陸
羽
の
こ
こ
の
議
論
は
公
平
を 

く
よ
う
で
、
何
か
為
に

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ら
し
く
お
も
わ
れ
る
。
…
…
も
っ
と
も
こ
れ
は
想
像
に
す
ぎ
ぬ
が
、
と
に
か
く

『
茶
経
』
の
名
高
い
茶 

の
品
評
の
こ
の
議
論
は
、
た
し
か
に
そ
の
ま
ま
に
う
け
と
り
に
く
い
感
が

あ
る
」
と
記
さ
れ
た
。

�　

注
�
に
同
じ
。
巻
上
「
一
之
源
」
に
「
採
不
時
、 

不 

、
雜
以
卉
莽
、
飮
之
成
疾
。
茶
爲
累
也
、

亦 

人
參
。
上 

生
上
黨
、
中 

生
百
濟
・
新
羅
、
下 

生
高
麗
。
有
生
澤
州
・
易
州
・
幽
州
・
檀

州 

、
爲
藥
無
効
。
況
非
此 

、
設 

薺 

、
使
六
疾
不 

。
知
人
參
爲
累
、
則
茶
累
盡
矣
」
と
あ

る
。
人
参
と
茶
を
否
定
し
た
文
章
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
を
参
照
さ
れ
た
し
。

�　
『
茶
経
』
巻
中
「
四
之
器
、 

（
茶
碗
）」
に
見
え
る
「
壽
州
瓷 

、
茶
色
紫
。
洪
州
瓷 

、
茶
色 

」

に
つ
い
て
は
本
稿
で
触
れ
な
い
。
陸
羽
に
は
壽
州
・
洪
州
両
窯
を
、
北
方
の
名
窯
で
あ
る 

州
窯
の

よ
う
に
ラ
イ
バ
ル
視
し
て
徹
底
的
に
攻
勢
に
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
理
由
が
無
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
第
三
章
で
考
察
す
る
陸
羽
の
論
法
を
こ
の
両
窯
に
当
て
は
め
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。

�　

注
�
に
同
じ
。
巻
上
「
三
之
造
」。
（
中
略
一
）
の
部
分
に
は
、
「 

牛
臆 

、
廉 

然
。
浮
雲
出
山
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、
輪
菌
然
。
輕 

拂
水 

、
涵
澹
然
。
有
如
陶
家
之
子
、
羅
膏
土
以
水
澄 

之
［
謂
澄
泥
也
］。

又
如
新
治
地 

、 

暴
雨
流
潦
之
所
經
」
と
あ
る
。（
中
略
二
）
の
部
分
に
は
、「
有
如
霜
荷 

、
莖

葉
凋
沮
、
易
其 

貌
。
故
厥 

委
萃
然
」
と
あ
る
。

�　

注
�
に
同
じ
。
巻
上
「
三
之
造
」。
前
文
に
は
「
或
以
光 
 

正
嘉 

、
斯
鑒
之
下
也
。
以
皺 
 

垤
言
佳 

、
鑒
之
次
也
。
若
皆
言
嘉
及
皆
言
不
嘉 

、
鑒
之
上
也
。
何 

、
出
膏 

光
、
含
膏 

皺
、

宿
製 

則 

、
日
成 

則 

。
蒸
壓
則 

正
。
縦
之
則 

垤
。
此
茶
與
草
木
葉
一
也
」
と
記
さ
れ
る
。

�　

注
�
に
同
じ
。
巻
下
「
五
之
煮
」。
ま
た
沈
冬
梅
氏
の
校
注
で
は
、
「
茶
性
儉　 

不
宜
廣　 

廣
則
其
味

　，

　，

 

澹
」
と
記
し
、「
則
其
味 

澹
」
の
前
に
「
廣
」
の
文
字
を
補
わ
れ
て
い
る
。
校
記
�
に
「
廣:  

原

 
　 

今
據
王
圻
《
稗
史
彙
編
》
本
補
」
と
見
え
る
。（
沈
冬
梅
、『
茶 

校
注
』、
中
国 
 

出
版
社
、

　，二
○
○
六
年
、
三
六
頁
・
三
七
頁
）。
適
切
な
校
勘
・
校
訂
で
あ
ろ
う
。

�　

注
�
に
同
じ
。
三
五
～
三
六
頁
。
布
目
氏
も
注
�
の
巻
下
「
五
之
煮
」
ま
と
め
（
一
五
五
頁
）
に
お

い
て
「「
茶
の
性
は
倹
」
に
は
、「
一
之
源
」
の
「
茶
は
精
行
倹
徳
の
人
に
宜
し
」
と
な
ら
ん
で
、『
茶

経
』
の
茶
の
精
神
の
表
現
も
含
意
さ
れ
て
い
る
と
み
た
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

�　

注
�
に
同
じ
。
巻
下
「
五
之
煮
」。

�　

注
�
参
照
。

�　

注
�
に
同
じ
。
巻
上
「
一
之
源
」。
茶
と
人
参
に
関
す
る
全
文
は
、
注
�
に
記
載
。

�　

注
�
に
同
じ
。
三
七
～
四
四
頁
。

�　

神
野
恵
「
唐
三
彩
の
小
型
瓷
偶
」（『
河
南
省
鞏
義
市
白
河
窯
跡
の
発
掘
調
査
概
報
』
奈
良
文
化
財
研

究
所
、
二
○
一
三
年
、
六
九
頁
）。
神
野
氏
は
、「
唐
三
彩
の
小
型
瓷
偶
」
に
お
い
て
、
唐
三
彩
の
瓷

製
の
形
象
は
大
き
く
二
種
類
「
俑
」
と
「
五
セ
ン
チ
前
後
の
小
型
品
」
に
大
別
で
き
る
と
さ
れ
る
。

以
下
、
神
野
氏
の
論
文
か
ら
抜
粋
す
れ
ば
「
本
稿
で
は
後
者
（
筆
者
注

：

五
セ
ン
チ
前
後
の
小
型
品
）

を
指
す
用
語
と
し
て
「
小
型
瓷
偶
」
を
用
い
る
。「
小
型
俑
」
と
し
た
場
合
、「
俑
」
の
字
が
副
葬
品

を
指
す
こ
と
や
明
器
の
小
型
俑
と
の
区
別
が
難
し
く
な
る
こ
と
と
、
「
玩
具
」
と
し
た
場
合
は
用
途

を
前
提
と
し
た
呼
称
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。「
瓷
偶
」
の
語
は
、
後
述
す
る
『
唐
国
史
補
』

の
陸
羽
に
関
す
る
記
述
か
ら
借
り
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
文
中
の

拙
稿
・
自
著
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
注
�
・
�
を
参
照
の
こ
と
。

�　

注
�
に
同
じ
。
七
十
～
七
一
頁
。

�　

田
中
美
佐
・
大
原
良
通
「『
封
氏
聞
見
記
』
及
び
『
唐
国
史
補
』
に
見
え
る
陸
羽
資
料
の
訳
注
と
解

説
」（『
近
畿
大
学
短
大
論
集
』
第
四
○
巻
第
一
号
、
近
畿
大
学
短
期
大
学
部
、
二
○
○
七
年
）
を
テ

キ
ス
ト
と
し
た
。

�　

『
大
唐
伝
載
』（『
叢
書
集
成
初
編
』
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）。

�　

注
�
に
同
じ
。
ま
た
、
注
�
に
同
じ
（
七
八
頁
）。
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